
清水わき 心ふれあう 嘉島町

ご長寿を祝う町敬老会で客席を巡って歌声を披露する西嶋三千代さん
（写真上）。サントリービール九州熊本工場では震災から完全復旧を
祝う記念セレモニー（同下）が開かれた。

写真上は木下大サーカス熊本公演の開幕を祝
うセレモニー。同下は荒木町長の「全国町村
会会長」就任祝賀会から。
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嘉
島
町
議
会
は
９
月
４
〜
８
日

の
５
日
間
の
日
程
で
平
成
29
年
第

３
回
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
総

額
１
０
８
億
５
５
８
９
万
２
千
円

に
増
額
す
る
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
案
や
28
年
度
の
一
般
会
計

決
算
案
な
ど
上
程
23
議
案
（
条
例

５
、
予
算
７
、
決
算
７
、
土
地
売

買
契
約
１
、
工
事
請
負
契
約
２
、

そ
の
他
１
）
を
い
ず
れ
も
原
案
通

り
可
決
、
認
定
し
ま
し
た
。

　

29
年
度
一
般
会
計
は
２
億
４
６

町
政
報
告荒

木
町
長

３
８
万
円
の
追
加
補
正
。
主
な
歳

出
補
正
は
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
１
億
４
９
６
７
万
円
、

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
町
道
の
復

旧
工
事
費
１
５
０
０
万
円
の
追
加
、

地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
た
地
域
Ｉ
ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事
業

委
託
費
７
８
０
万
円
、
認
可
保
育

所
に
お
け
る
人
材
不
足
の
解
消
に

向
け
た
保
育
補
助
者
雇
い
上
げ
強

化
事
業
補
助
金
６
６
４
万
５
千
円

な
ど
で
す
。

　

土
地
の
売
買
契
約
は
、
昨
年
の

熊
本
地
震
に
伴
う
上
六
嘉
に
建
設

予
定
の
災
害
公
営
住
宅
用
地
約
６

３
０
０
平
方
㍍
。
町
民
体
育
館
の

町
政
報
告
を
行
う
荒
木
町
長

震
災
復
旧
工
事
１
億
４
５
８
０
万

円
と
、
追
加
提
案
さ
れ
た
嘉
島
処

理
区
災
害
復
旧
工
事
（
３
工
区
）

７
２
５
７
万
６
千
円
も
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
木
町
長
が
震
災
に
伴

う
町
内
の
復
旧
事
業
、
東
部
台
地

と
芝
原
の
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
に
関
し
て
町
政
報
告
。

　

一
般
質
問
で
は
、
中
津
芳
春
、

鍋
田
平
の
両
議
員
が
震
災
被
災
者

の
住
宅
再
建
や
嘉
島
西
小
体
育
館

の
雨
漏
り
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
「
議
会
だ
よ

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
可
決
、
認
定
さ
れ
た
主
な
議
案
】

○
町
工
場
立
地
法
準
則
条
例
の
一

部
改
正

○
町
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
。
２
億
４
６
３
８
万
円
を
追
加

し
て
補
正
後
の
予
算
総
額
は
１
０

８
億
５
５
８
９
万
２
千
円
に

○
上
六
嘉
に
建
設
予
定
の
災
害
公

営
住
宅
の
用
地
取
得

○
町
民
体
育
館
の
災
害
復
旧
工
事

請
負
契
約
締
結

○
平
成
28
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
決
算 一

般
会
計
補
正
を
可
決

一
般
会
計
補
正
を
可
決

嘉
島
町
議
会

９
月
定
例
会

28
年
度
決
算
も
認
定

　

厳
し
い
残
暑
の
中
、
ど
こ
か
秋

の
気
配
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
町
役
場
の
周

り
を
は
じ
め
町
内
の
水
田
の
稲
穂

も
出
そ
ろ
い
、
や
が
て
う
れ
し
い

実
り
の
時
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は

災
害
が
な
く
、「
ど
う
か
豊
作
で

あ
っ
て
ほ
し
い
」と
祈
っ
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
会
長
就
任

　

開
会
冒
頭
、
議
長
に
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
７
月
31
日

付
で
全
国
町
村
会
の
会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

議
会
は
じ
め
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
持
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
正
10
年
の
発
足
以
来
、
百
年
近

い
町
村
会
の
歩
み
の
中
、
第
21
代

会
長
と
し
て
全
国
９
２
７
の
町
と

村
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

務
め
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
少
子
・
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
さ
ら
に

は
防
災
・
減
災
へ
の
取
り
組
み
は

急
務
。
地
方
の
声
を
国
政
に
反
映

さ
せ
る
べ
く
努
め
、
皆
さ
ま
に
ご

恩
返
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

○
町
道
・
河
川　

９
月
末
ま
で
の

発
注
は
41
カ
所
に
上
り
、
完
了
し

た
道
路
13
カ
所
、
河
川
３
カ
所
を

含
め
た
発
注
率
は
67
％
に
な
る
見

込
み
で
す
。

○
下
水
道　

８
月
ま
で
の
発
注
率

が
90
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
も
管
渠
（
き
ょ
）
工
事
を
随
時
、

発
注
し
て
来
年
度
中
に
復
旧
を
完

了
す
る
予
定
で
す
。

○
農
業
施
設
等　

先
日
の
町
議
会

臨
時
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
県
と
の
委
託
協
定
に
よ
り
、
町

全
体
の
う
ち
井
寺
地
区
の
46
％
を

県
営
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

残
り
の
町
施
工
分
は
完
了
分
を

含
め
94
％
の
発
注
率
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
学
校
施
設　

西
小
学
校
、
中
学

校
の
地
震
被
害
復
旧
に
つ
き
ま
し

て
は
、
６
月
末
に
復
旧
工
事
を
完

了
し
ま
し
た
。

○
社
会
教
育
施
設　

ま
ず
、
総
合

運
動
公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
復
旧

工
事
を
完
了
し
、
７
月
か
ら
全
施

設
を
一
般
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
会
館
は
、
８
月
に
工
事
を

発
注
し
、
工
事
完
了
後
の
来
年
４

月
１
日
か
ら
全
館
開
放
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
成
人
式
等
の

町
の
主
要
な
行
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」
で
の
開

催
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
体
育
館
は
本
定
例

会
に
お
い
て
契
約
締
結
の
ご
承
認

を
い
た
だ
き
、
９
月
か
ら
着
手
し

来
年
４
月
１
日
の
全
館
開
放
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

被
災
家
屋
の
公
費
解
体

　

実
施
済
み
棟
数
が
１
１
１
３
棟

で
、
進
捗
（
ち
ょ
く
）
率
は
98
％
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と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
浮
島
北
側
の
廃
棄
物
仮

置
き
場
を
８
月
末
で
閉
鎖
し
ま
し

た
。
こ
の
た
め
所
有
者
の
事
情
に

よ
り
未
解
体
の
分
は
、
今
後
、
益

城
町
の
第
２
廃
棄
物
仮
置
き
場
へ

直
接
搬
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

被
災
者
の
負
担
軽
減

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

一
部
負
担
金
の
免
除
、
お
よ
び
介

護
保
険
利
用
料
の
免
除
を
昨
年
４

月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
９
月
末
で
免
除
措
置
は
終
了
と

な
り
ま
す
。

被
災
者
の
住
ま
い
再
建
支
援

　

８
月
31
日
の
新
聞
に
県
の
支
援

策
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
容

と
し
ま
し
て
は
次
の
４
項
目
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

○
自
宅
再
建
利
子
助
成　

被
災
者

が
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て

県
内
に
住
宅
を
新
築
・
購
入
、
補

修
す
る
場
合
、
融
資
額
の
利
息
相

当
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

○
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）
向
け
返

済
特
例
に
対
す
る
支
援
、
リ
バ
ー

ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
（
高
齢
者
向
け
住

宅
再
建
融
資
）
利
子
助
成　

被
災

さ
れ
た
方
で
金
融
機
関
か
ら
リ

バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
融
資
を
受
け

て
県
内
で
住
宅
の
再
建
を
図
る
場

合
、
支
援
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

○
転
居
費
用
助
成　

仮
設
住
宅
や

公
営
住
宅
な
ど
で
生
活
し
て
い
る

被
災
者
の
方
が
、
県
内
の
自
宅
や

民
間
賃
貸
住
宅
、
災
害
公
営
住
宅

等
へ
移
転
す
る
場
合
、
助
成
さ
れ

ま
す
。
助
成
額
は
10
万
円
で
す
。

○
民
間
賃
貸
住
宅
の
入
居
支
援
助

成　

被
災
者
の
方
が
県
内
の
民
間

賃
貸
住
宅
へ
移
転
、
ま
た
は
同
一

物
件
を
契
約
更
新
す
る
場
合
も
助

成
さ
れ
ま
す
。
助
成
額
20
万
円
で

す
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
住
ま
い
再
建

支
援
制
度
は
県
議
会
で
承
認
さ
れ

た
後
、
嘉
島
町
で
も
予
算
化
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
被
災
者
支

援
の
た
め
、
急
を
要
し
ま
す
の
で
、

予
算
措
置
に
つ
い
て
も
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、
10
月
中
に
申
請
の

受
け
付
け
を
始
め
る
予
定
で
す
。

国
保
制
度
の
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
県
が
国
保
運

営
の
責
任
者
と
な
り
ま
す
。
安
定

的
な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業

の
確
保
等
に
関
し
、
県
が
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
国

保
業
務
運
営
の
効
率
化
、
標
準
化
、

広
域
化
を
図
る
た
め
で
す
。

　

県
内
で
も
、
医
療
費
の
高
い
市

町
村
と
安
い
市
町
村
の
格
差
は
約

２
倍
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
で
は
国
保
運
営
協
議
会
に
お

い
て
、
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
30
年
２
月

に
県
の
納
付
金
額
が
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
30
年
第

１
回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

正
式
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。営

農
計
画

　

７
月
末
の
地
域
農
業
再
生
協
議

会
に
お
い
て
平
成
29
年
度
の
作
付

計
画
が
ほ
ぼ
確
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
水
田
面
積
７
２
７
㌶
の

う
ち
、
水
稲
が
３
８
１
㌶
、
大
豆

な
ど
の
生
産
調
整
面
積
が
３
４
１

㌶
で
転
作
率
47
・
２
％
、
生
産
調

整
達
成
率
１
１
５
・
２
％
と
な
り

ま
し
た
。

水
の
郷
ま
つ
り

　
「
は
ば
た
け
！　

嘉
島
」
と
銘

打
っ
た
「
か
し
ま
水
の
郷
（
さ

と
）
ま
つ
り
２
０
１
７
」
が
８
月

５
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
南
側

駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

台
風
５
号
の
接
近
で
心
配
さ
れ

た
呼
び
物
の
約
３
千
発
の
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
て
嘉
島
の
夜
空
を

彩
り
、
来
場
さ
れ
た
約
９
千
人
の

人
た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

　

８
月
22
日
に
第
４
回
の
審
議
会

を
開
催
し
、
換
地
設
計
（
案
）
な

ど
に
つ
い
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
個
別
説
明
会
を

行
い
仮
換
地
指
定
に
向
け
て
事
業

を
進
め
る
計
画
で
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　

１
回
目
の
審
議
会
を
９
月
８
日

に
開
き
、
土
地
評
価
員
の
選
任
、

換
地
設
計
基
準
お
よ
び
土
地
評
価

基
準
の
審
議
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
の
審
議
会
を
経
て
仮
換
地
指
定

へ
と
進
め
る
予
定
で
す
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定
の
締
結

　

佐
賀
県
伊
万
里
市
お
よ
び
菊
池

市
と
本
町
に
よ
る
３
市
町
で
、
災

害
時
相
互
応
援
協
定
を
７
月
24
日
、

伊
万
里
市
に
お
い
て
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
熊
本
地
震
を
教
訓
と
し

た
広
域
で
の
災
害
時
応
援
協
定
の

必
要
性
が
高
い
と
判
断
し
た
た
め

で
す
。
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災

害
時
に
お
い
て
、
被
害
を
受
け
た

市
町
の
応
急
対
策
お
よ
び
復
旧
活

動
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
遂
行
さ
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
と
協
定
締
結
に

至
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
防
災
力
の
強
化
、
そ

し
て
「
嘉
島
町
復
興
計
画
」
の
基

本
方
針
に
基
づ
き
、「
被
災
者
の

住
ま
い
再
建
、
確
保
」
を
第
一
に
、

さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
復
旧
復

興
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
議
会
は
９
月
20
日
、
平

成
29
年
第
３
回
臨
時
会
を
開
き
、

町
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
新
築
に
伴
う
工
事
請
負
契
約

を
可
決
し
ま
し
た
。
契
約
は
大
昌

建
設
（
天
草
市
）
と
１
億
８
３
０

６
万
円
で
す
。
東
小
敷
地
内
の
放

課
後
児
童
施
設
跡
地
に
建
設
す
る

同
セ
ン
タ
ー
は
、
放
課
後
児
童
施

設
を
核
に
多
目
的
室
や
会
議
室
を

備
え
た
複
合
施
設
と
な
り
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
を
可
決

第
３
回
臨
時
会
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▽
代
表
＝
県
町
村
会
副
会
長

（
芦
北
町
長
）　

竹
﨑
一
成
▽
衆

議
院
議
員　

園
田
博
之
▽
県
知
事

　

蒲
島
郁
夫
▽
熊
本
市
長　

大
西

一
史
▽
自
民
党
県
連
会
長　

山
本

秀
久
▽
県
議
会
議
長　

岩
下
栄
一

▽
県
市
長
会
長　

髙
嵜
哲
哉
▽
県

市
議
会
議
長
会
長　

澤
田
昌
作
▽

県
町
村
議
会
議
長
会
長　

寺
本
修

一
▽
嘉
島
町
議
会
議
長　

川
上
國

治
▽
熊
本
商
工
会
議
所
会
頭　

田

川
憲
生
▽
県
商
工
会
連
合
会
長　

伊
東
昭
正
▽
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
長　

櫻
井
一
郎
▽
熊
本
経
済

同
友
会
代
表
幹
事　

甲
斐
隆
博
▽

県
農
協
中
央
会
長　

小
崎
憲
一
▽

県
森
林
組
合
連
合
会
代
表
理
事
会

長　

前
川
收
▽
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
副
会
長　

中
嶋
憲
正

▽
県
医
師
会
長　

福
田
稠
▽
県
歯

科
医
師
会
長　

浦
田
健
二
▽
県
薬

剤
師
会
長　

廣
田
誠
介
▽
県
社
会

福
祉
協
議
会
長　

良
永
彌
太
郎
▽

県
建
設
業
協
会
長　

橋
口
光
徳
▽

県
文
化
協
会
長　

吉
丸
良
治
▽
鶴

屋
百
貨
店
社
長　

久
我
彰
登
▽
熊

本
第
一
信
用
金
庫
会
長　

森
本
孝

▽
熊
本
日
日
新
聞
社
長　

河
村
邦

比
児
▽
熊
本
放
送
社
長　

秋
岡
廣

宣
▽
テ
レ
ビ
熊
本
会
長　

本
松
賢

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

発起人代表
竹﨑　一成

芦北町長

蒲島　郁夫
知事

山本　秀久
自民党県連会長

園田　博之
衆議院議員

大西　一史
熊本市長

甲斐　隆博
熊本経済同友会代表幹事

期
待
の
声

期
待
の
声　　
各
界
か
ら
続
々

各
界
か
ら
続
々
お祝いメッセージから

　

全
国
町
村
会
会
長
へ
の
ご
就
任
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ひ
と
え
に
日
頃
の
ご
精
進
と
実
績
の
賜
物
と
存
じ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
ご
経
験
と
持
ち
味
を
生
か
さ
れ
、

一
層
ご
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

松
前　

達
郎　
東
海
大
学
総
長

　

全
国
町
村
会
会
長
就
任
祝
賀
会
が
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
前
任
者
と
し
て
、
全
国
町
村
会
が
団
結
し
、
新
た
な

時
代
を
切
り
拓
（
ひ
ら
）
い
て
い
く
た
め
、
荒
木
会
長
の
も

と
、
町
村
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

荒
木
会
長
に
は
、
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
優
れ
た
決
断
力

と
行
動
力
を
生
か
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

藤
原　

忠
彦　
全
国
町
村
会
顧
問
（
前
会
長
）
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地域振興へ決意新た荒木町長

　
「
荒
木
泰
臣
氏　

全
国
町
村
会

会
長
就
任
祝
賀
会
」
が
９
月
25
日
、

熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日
航
熊
本
で
開

か
れ
、
荒
木
町
長
は
「
ご
支
援
い

た
だ
く
皆
さ
ま
へ
の
ご
恩
返
し
と

し
て
精
い
っ
ぱ
い
努
め
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
県
関
係
国
会
議
員

を
は
じ
め
県
内
外
の
各
界
か
ら
約

千
人
が
列
席
し
ま
し
た
。
発
起
人

を
代
表
し
て
県
町
村
会
副
会
長
の

竹
﨑
一
成
芦
北
町
長
が
全
国
会
長

選
挙
の
経
緯
に
触
れ
、「
８
期
に

わ
た
っ
て
嘉
島
町
政
に
あ
ず
か
り

続
け
る
荒
木
町
長
の
善
政
が
認
め

ら
れ
た
結
果
だ
」
と
町
長
の
手
腕

と
実
績
を
勝
因
に
挙
げ
ま
し
た
。

　

続
い
て
蒲
島
郁
夫
知
事
、
山
本

秀
久
自
民
党
県
連
会
長
、
園
田
博

之
衆
議
院
議
員
、
大
西
一
史
熊
本

市
長
、
甲
斐
隆
博
熊
本
経
済
同
友

会
代
表
幹
事
が
相
次
い
で
登
壇
。

荒
木
町
長
の
人
柄
、
日
ご
ろ
の
交

流
を
通
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
蒲
島
知
事
は
荒
木

町
長
の
震
災
対
応
な
ど
の
政
治
姿

勢
を
評
価
し
、「
住
民
の
税
金
の

無
駄
遣
い
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

信
念
を
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
町
長
が
知
事
10
人
分
の
影

響
力
に
相
当
す
る
全
国
町
村
会
長

に
就
任
さ
れ
た
。
全
国
の
町
や
村

の
期
待
は
大
き
く
、
熊
本
の
震
災

復
興
に
も
引
き
続
き
尽
力
い
た
だ

き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
荒
木
町
長
は
県

町
村
会
か
ら
九
州
地
区
、
さ
ら
に

は
全
国
組
織
の
要
職
を
歴
任
し
て

き
た
自
ら
の
足
跡
を
振
り
返
り
、

「
皆
さ
ま
の
ご
支
持
、
ご
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
重
責
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
改
め
て

謝
意
を
表
し
、「
全
国
の
ト
ッ
プ

と
し
て
こ
れ
か
ら
担
う
責
務
は
重

た
く
大
き
い
で
す
が
、
皆
さ
ま
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」。
そ
し
て
地
域
振

興
や
少
子
高
齢
化
、
防
災
・
減
災

な
ど
直
面
す
る
課
題
を
挙
げ
、「
全

国
の
町
や
村
の
知
恵
と
力
を
結
集

し
、
地
方
の
声
を
国
に
届
け
て
い

き
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
町
村
会
は
、
地
方
公
共
団

体
の
首
長
の
う
ち
、
全
国
７
４
４

の
町
と
１
８
３
の
村
の
集
ま
り
。

全
国
知
事
会
や
全
国
市
長
会
な
ど

「
地
方
６
団
体
」
の
一
つ
。
７
月

31
日
付
で
会
長
に
就
任
し
た
荒
木

町
長
の
任
期
は
２
年
で
す
。

全国町村会長就任　祝賀会

「皆さまのご支持、ご支援に感謝申し上げます」と謝意を表し、
地域振興などへの決意を新たにした荒木町長。左は律子夫人

写真上は荒木町長の「全国町村会会長就任祝賀会」会場。
同下は鏡割りを行って祝杯を挙げる列席者
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嘉
島
町
で
平
成
29
年
度
に
百
歳

を
迎
え
る
方
々
を
９
月
11
日
、
荒

木
町
長
が
一
人
ひ
と
り
訪
ね
、
総

理
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
と
銀
杯
、

併
せ
て
町
か
ら
の
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
っ
て
長
寿
を
た
た
え
ま
し

た
。

　

め
で
た
く
百
歳
と
な
る
の
は
大

正
６
年
４
月
〜
翌
７
年
３
月
生
ま

れ
の
５
人
で
す
。
荒
木
町
長
は
そ

れ
ぞ
れ
の
住
ま
い
を
訪
ね
、「
百

年
に
わ
た
る
生
涯
、
そ
れ
自
体
が

一
大
事
業
。
こ
れ
か
ら
も
健
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
を
述
べ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

　
　
　

健
や
か
に

百歳祝う
町内在住

林田　春枝さん（大正７年３月８日生まれ）＝上仲間
絵を描くのが趣味。身近なものをサッとスケッ
チ。食べ物は好き嫌いなく何でも。

一
野
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
大
正
６
年
12
月
11
日
生
ま
れ
）
＝
鯰

会
社
勤
め
が
長
か
っ
た
そ
う
で
仕
事
一
筋
だ
っ
た

と
い
う
。
母
子
会
の
お
世
話
も
な
さ
っ
て
き
た
。

長
郷
マ
サ
エ
さ
ん
（
大
正
７
年
２
月
１
日
生
ま
れ
）
＝
高
田

お
し
ゃ
れ
が
お
好
き
。
い
つ
も
ど
な
た
か
と
ご
一
緒

さ
れ
る
「
寂
し
が
り
屋
さ
ん
」
だ
と
か
。

冨永ミサコさん
（大正７年３月 30日生まれ）＝北甘木

にこやかに「ありがとう」が口
癖（？）。お好きな歌をいつも口
ずさんでいる。

岩田　キワさん（大正７年３月 15日生まれ）＝上六嘉
昨年の震災まで一人暮らし。目を悪くして長年
取り組む洋裁の腕を振るえず残念そう。
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ど
の
軽
い
運
動
に
取
り
組
ん
で
寝

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
心
掛
け

て
も
ら
う
介
護
予
防
教
室
で
す
。

　

町
と
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
80

〜
86
歳
の
７
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
活
動
日
の
毎
週
水
曜
、
町
内

の
各
人
宅
を
回
っ
て
連
携
協
力
す

る
イ
オ
ン
熊
本
店
ま
で
送
迎
。

　

ク
ラ
ブ
員
ら
は
店
内
に
設
け
ら

れ
た
コ
ー
ナ
ー
＝
写
真
＝
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
り
、
努
め
て

体
を
動
か
す
と
と
も
に
ゲ
ー
ム
な

ど
で
認
知
機
能
の
維
持
・
向
上
を

図
っ
た
り
。
店
内
で
買
い
求
め
た

弁
当
の
昼
食
タ
イ
ム
、
思
い
思
い

の
買
い
物
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

同
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
と
か

く
出
不
精
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
買
い
物
に
出
掛
け
、

健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
随
時
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
☎
２
３
７-

２
９
８
１
。

　

嘉
島
町
「
買
い
物
運
動
ク
ラ
ブ
」

の
取
り
組
み
を
ご
存
じ
で
す
か
。

買
い
物
に
出
掛
け
た
い
の
に
自
分

自
身
で
は
難
し
い
と
渋
り
が
ち
な

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
送
迎
を

行
う
と
同
時
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

連
合
会
の
中
島
敬
也
会
長
が
「
こ

れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
た
め
で
き

る
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
演
歌
歌
手
の
西
嶋
三
千
代
さ

　

嘉
島
町
在
住
で
70
歳
以
上
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
し
た
平
成
29
年
度

の
町
敬
老
会
が
９
月
12
日
、
町
民

会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
案
内
さ

れ
た
約
５
０
０
人
が
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
「
か
つ
て
敬
老
会

と
い
え
ば
55
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を

お
招
き
し
て
い
ま
し
た
。
隔
世
の

感
を
禁
じ
得
な
い
社
会
環
境
の
変

化
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に

皆
さ
ん
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
嘉
島

町
を
ご
指
導
く
だ
さ
い
」
と
長
寿

を
祝
い
、
米
寿
を
迎
え
る
51
人
を

代
表
し
て
赤
星
益
雄
さ
ん
＝
鯰
＝

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
老
人
ク
ラ
ブ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
熊
本
城
お
も

て
な
し
武
将
隊
の
演
舞
に
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
８
月
末
現
在
、
70
歳
以

上
は
１
８
４
６
人
、
こ
の
う
ち
90

歳
以
上
が
２
０
８
人
に
上
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
最
高
齢
は
松
本

ス
エ
メ
さ
ん
（
高
田
）
１
０
４
歳

で
す
。

　

高
齢
化
が
加
速
し
て
い
く
中
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
な
ど
へ
の
理
解

を
深
め
る
嘉
島
町
「
脳
い
き
い
き
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
が
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
皆
さ
ん

に
は
、
町
と
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
近
く
開
講
を
予
定
し
て
い
る
「
脳
い
き

い
き
教
室
」
や
地
域
の
集
い
に
参
加
す
る

方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
リ
ー
ド
す
る

と
と
も
に
、
支
援
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

８
〜
９
月
の
全
８
回
に
わ
た
る
養
成
講

座
の
受
講
者
は
36
人
。
認
知
症
に
関
す
る

基
礎
知
識
を
学
ぶ
一
方
、
パ
ズ
ル
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
応
用
し
て
物
覚
え
や
物
忘
れ
と

い
っ
た
認
知
機
能
の
維
持
、
向
上
を
図
る

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

買
い
物
と
運
動

楽
し
く
便
利
に

町
の
介
護
予
防
事
業

荒
木
町
長
か
ら
米
寿
を
祝
う
表
彰
状
を
受
け
取
る

赤
星
益
雄
さ
ん
（
左
）

ご長寿 一堂に 町
敬
老
会　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
ぎ
わ
う

「
脳
い
き
い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
続
々

町
養
成
講
座

支援します
地域の集い
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結
婚
し
て
半
世
紀
―
こ
の
間
、
伴
侶
を
亡
く
し
た
方
々

の
結
婚
を
記
念
す
る
嘉
島
町
の
式
典
が
９
月
19
日
、
町
役

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
３
人
。
荒
木
町
長
が
「
結
婚
50
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
今
、
こ
れ
ま
で
の
大

事
な
思
い
出
の
数
々
を
走
馬
灯
の
よ
う
に
思
い
起
こ
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
が
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
、

一
人
ひ
と
り
に
町
か
ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
中
川
郁
子
さ
ん
（
77
）
＝
下
六
嘉
＝
が

「
光
陰
矢
の
ご
と
し
と
申
し
ま
す
が
、
振
り
返
れ
ば
長
い

歳
月
で
し
た
。
こ
う
し
て
お
祝
い
い
た
だ
き
報
わ
れ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
結

婚
50
年
記
念
の
表
彰
は
毎
年
行
っ
て
お
り
、
今
回
28
回
目
。

ほ
か
に
表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

　

松
岡　

京
子
さ
ん
（
73
）
下
六
嘉

　

本
田　

悦
子
さ
ん
（
78
）
滝
河
原

荒木町長（右端）と髙野教育長（左端）と共に
「結婚 50年」の記念写真

記念の
町式典

金婚おめでとう
鶴
田　

誠
一
さ
ん
（
71
）

　
　
　

幸
子
さ
ん
（
70
）
下
六
嘉

塚
田　

周
次
さ
ん
（
76
）

　
　

カ
ス
子
さ
ん
（
71
）
井　

寺

髙
森　

憲
一
さ
ん
（
76
）

　
　
　
　

壽
さ
ん
（
76
）
北
甘
木

津
出　

悦
男
さ
ん
（
78
）

　
　
　

洋
子
さ
ん
（
74
）
北
甘
木

牛
嶋　

和
善
さ
ん
（
80
）

　
　
　

敬
子
さ
ん
（
74
）
北
甘
木

福
嶋　

髙
雄
さ
ん
（
78
）

　
　
　

久
枝
さ
ん
（
72
）
上
六
嘉

𠮷
本　

茂
信
さ
ん
（
74
）

　
　

ア
ケ
ミ
さ
ん
（
74
）
西　

村

𠮷
本
紀
久
夫
さ
ん
（
77
）

　
　
　

芳
子
さ
ん
（
72
）
上　

島

田
中　

伸
穗
さ
ん
（
76
）

　
　
　

安
子
さ
ん
（
75
）
上　

島
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第
59
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
の

伝
達
式
が
９
月
15
日
、
荒
木
町
長

が
立
ち
会
っ
て
町
役
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
熊
日
か
ら
の
表
彰
状
と

記
念
品
が
代
表
の
津
出
悦
男
さ

ん
・
洋
子
さ
ん
、
都
冨
个
三
さ

ん
・
眞
理
子
さ
ん
の
両
ご
夫
婦
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、
結
婚
し
て
50
年
に
な
る

金
婚
夫
婦
の
嘉
島
町
表
彰
式
が
９

月
19
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
め
で
た
く
昭
和
42
年
に
成
婚
、

夫
婦
そ
ろ
っ
て
金
婚
式
を
迎
え
た

町
内
の
ご
夫
婦
は
18
組
で
す
。

　

荒
木
町
長
が
50
年
前
の
町
内
の

様
子
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
金
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
、
お
元
気
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
夫
婦
で
こ
れ
ま
で
家

庭
を
守
り
、
そ
し
て
地
域
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
や
か
に
お

二
人
で
歩
ん
で
ゆ
か
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
夫
婦
に
町
と
熊
日

か
ら
の
表
彰
状
、
記
念
品
を
手
渡

し
ま
し
た
。
な
お
写
真
の
年
齢
は

表
彰
当
日
現
在
で
す
。

手
と
手
を
携
え
半
世
紀

熊
日
か
ら
も
伝
達

岩本　末政さん（75）
　　チス子さん（76）

鯰　

鷹木　英二さん（72）
　　アヤ子さん（71）

鯰　

鍋田　芳 さん（75）
　　　瑞枝さん（72）

上　島

大貝　武夫さん（76）
　　　郁代さん（74）

滝河原

奥村　康博さん（74）
　　　静子さん（73）

鯰　

篠田　譲二さん（80）
　　　笙子さん（72）

鯰　

石坂　永雄さん（78）
　　　幸子さん（75）

犬　渕

松永　克之さん（85）
　　　文能さん（81）

下仲間

都冨　个三さん（76）
　　眞理子さん（68）

高　田

　

昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年　

嘉
島
町
は
当
時
、
六
嘉
村
と
大
島
村
が

合
併
（
昭
和
30
年
）
し
た
嘉
島
村
の
時
代
。
こ
の
年
、
村
長
が
初
代
の

宮
田
敏
雅
氏
か
ら
２
代
目
の
西
田
義
明
氏
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
町
誌
に

よ
る
と
、
水
稲
が
記
録
的
な
大
豊
作
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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９
月
４
日
、

ク
ラ
ス
の
み
ん

な
と
そ
う
合
の

時
間
に
康
じ
ゅ

え
ん
に
行
き
ま
し
た
。

　

私
が
心
に
の
こ
っ
た
こ
と
は
三

つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
車
い
す
の
体
験
で

す
。
私
は
車
い
す
を
お
し
て
み
て

だ
い
ぶ
力
を
使
っ
た
の
で
い
つ
も

車
い
す
を
お
す
の
は
大
変
な
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
次
は
乗
る
番
に

な
っ
て
乗
っ
て
み
た
ら
楽
で
し
た
。

こ
れ
な
ら
安
定
し
て
い
る
の
で
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
も
安
心
し
て
車
い
す
に
乗
れ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

し
た
。
お
す
人
と
乗
る
人
の
気
も

ち
が
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り
で
す
。
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は
、
あ
ま
り
元
気

が
な
い
か
と
思
っ
た
け
ど
、
し
ゃ

べ
っ
て
み
た
ら
明
る
く
て
、
元
気

で
、
た
く
さ
ん
話
し
て
く
れ
て

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
歌
を
歌
っ
た
こ
と

で
す
。「
は
じ
め
の
一
歩
」
を
歌

い
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
な
が

ら
も
、
大
き
く
口
を
あ
け
て
、
ハ

キ
ハ
キ
と
歌
え
ま
し
た
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
た
ち
も
よ
ろ
こ
ん
で
は
く

手
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
き
ん

ち
ょ
う
し
た
け
ど
大
き
な
失
敗
が

な
く
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も

よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
て
と
っ
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
を
し
て
、
私
は

し
ょ
う
ら
い
の
ゆ
め
が
少
し
だ
け
、

か
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私

は
学
校
の
先
生
か
福
祉
関
係
の
仕

事
に
つ
こ
う
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

福
祉
関
係
の
仕
事
に
つ
い
た
ら
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
を
、
え
が
お
に
し
て
あ
げ
た
い

で
す
。

　

私
は
今
日
の

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
て

た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、
の
っ
て
い

る
人
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
段
差

な
ど
が
あ
る
時
に
は
、
や
さ
し
く

話
し
か
け
な
が
ら
、
お
す
と
良
い

と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ル
ー
キ
ン
グ
体
験
で

は
、
の
ど
に
通
り
や
す
く
す
る
た

め
に
飲
み
物
に
ト
ロ
み
を
出
す
工

池
田　
桃
花 
さ
ん

嘉
島
東
小
４
年

石
坂　
音
羽 

さ
ん

嘉
島
西
小
６
年

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
私
は
ト
ロ
み
が
な
い

方
が
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
れ

か
ら
先
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
変
わ
っ

て
い
く
か
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
障
が
い
が
あ
る
方
な

ど
に
は
、
そ
の
人
の
気
持
ち
に
よ

り
そ
う
（
考
え
る
）
こ
と
が
大
切

と
い
う
こ
と
、
言
わ
れ
た
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
み
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
食
事
で
は
、
み
ん
な

が
と
て
も
元
気
で
や
さ
し
く
接
し

て
く
だ
さ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知
り
合

い
の
方
に
も
会
え
て
わ
く
わ
く
し

た
気
持
ち
で
食
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
と
て
も
良
い
体
験
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

今
回
私
は
、

二
つ
の
目
標
を

立
て
て
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
高
齢
者
に
話
し
か

け
る
と
き
は
、
明
る
く
笑
顔
で
、

聞
こ
え
る
よ
う
に
耳
の
と
こ
ろ
ま

で
し
ゃ
が
ん
で
話
す
こ
と
。
二
つ

目
は
、
積
極
性
を
持
つ
こ
と
で
す
。

　

福
祉
体
験
で
は
、
ま
ず
施
設
を

回
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
方
々
と
交
流
し
て
、
体
操

や
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
高
齢
者

の
方
々
は
筋
肉
の
お
と
ろ
え
て
い

る
体
を
精
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
楽

し
そ
う
に
体
操
し
て
い
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て

行
い
ま
し
た
。
自
分
も
と
っ
て
も

き
つ
く
な
る
よ
う
な
ゲ
ー
ム
を

淡
々
と
こ
な
し
て
い
て
す
ご
か
っ

た
で
す
。
中
で
も
足
を
あ
げ
る
時
、

と
っ
て
も
高
く
き
れ
い
に
あ
げ
る

人
が
い
て
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
自

分
た
ち
が
元
気
を
あ
げ
る
交
流
会

だ
っ
た
の
に
、
自
分
た
ち
も
元
気

德
永　
桃
亜 

さ
ん

嘉
島
中
３
年

を
も
ら
え
ま
し
た
。

　

次
に
、
車
い
す
と
リ
フ
ト
車
両

の
体
験
を
し
ま
し
た
。
車
い
す
で

は
段
差
の
の
ぼ
り
と
お
り
を
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
乗
っ
て
み
て
、
の

ぼ
る
時
、
体
が
斜
め
に
な
っ
て
怖

か
っ
た
で
す
。
お
り
る
時
も
、
相
手

を
信
用
し
て
い
な
い
と
後
ろ
の
こ

と
と
か
何
も
分
か
ら
な
い
の
で
怖

か
っ
た
で
す
。
動
か
す
人
の
役
を

や
っ
て
み
て
、
車
い
す
を
上
げ
る

時
、
重
く
て
大
変
だ
っ
た
し
、
私

は
前
が
見
え
ず
車
い
す
が
段
差
に

ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
乗
っ
て
る

人
に
衝
撃
を
あ
た
え
て
し
ま
っ
た

の
で
、
難
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

下
ろ
す
時
も
う
ま
く
踏
み
棒
を

使
え
ず
、「
ド
ン
ッ
」
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
体

験
で
車
い
す
の
使
い
方
が
分
か
っ

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
リ
フ
ト

車
両
を
使
っ
て
み
て
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
っ
か
り
し
、
あ
と
は
ボ

タ
ン
一
つ
で
車
い
す
ご
と
乗
せ
ら

れ
て
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　

施
設
の
方
へ
質
問
を
し
た
際
に

は
、
い
ろ
ん
な
話
や
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
聞
け
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
通
し

て
、
高
齢
者
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
前

よ
り
良
く
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
今
夏
、
町
内
の
児
童
・
生

徒
ら
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
康
寿
苑
」「
悠
優
か
し
ま
」
を
訪
ね
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
入
所
者

や
利
用
者
と
の
交
流
を
通
し
た
子
ど
も
た
ち
の
手
記
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
社
協
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
て
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☆
リ
リ
ー
先
生
の
中
国
語
講
座

　

本
誌
連
載
で
健
筆
を
振
る
う
嘉

島
町
教
育
委
員
会
の
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
リ
リ
ー
・
マ
ク

ダ
ー
モ
ッ
ト
さ
ん
が
講
師
を
務
め

る
英
会
話
と
中
国
語
の
特
別
教
室

が
今
夏
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

　

夏
休
み
中
の
嘉
島
東
、
西
の
両

小
６
年
生
が
対
象
。
８
月
８
〜
10

日
の
英
会
話
に
は
11
人
、
同
22
〜

24
日
の
中
国
語
に
８
人
の
語
学
や

世
界
の
諸
事
情
に
興
味
を
抱
く
児

童
た
ち
が
集
結
。
リ
リ
ー
先
生
の

工
夫
し
た
教
材
を
通
し
て
楽
し
く

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
出
身
の
リ
リ
ー
先
生

で
す
が
、
母
語
の
英
語
に
加
え
、

「
香
港
か
ら
移
住
し
て
き
た
高
校

時
代
の
友
人
た
ち
に
学
ん
だ
中
国

語
の
文
法
は
英
語
と
似
通
っ
て
い

ま
す
か
ら
」
と
中
国
語
の
心
得
も

遺
憾
な
く
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

☆
嘉
島
西
小
に
図
書
贈
る

　

嘉
島
西
小
で
９
月
13
日
、学
校
図

書
の
贈
呈
式
＝
写
真
＝
が
行
わ
れ
、

熊
本
法
人
会
の
中
島
憲
行
・
嘉
島

町
支
部
長
ら
が
中
野
浩
幸
校
長
と

児
童
代
表
の
図
書
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
会
が
取
り
組
む
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
で
す
。
寄
贈
を
受
け
た

西
小
で
は
人
気
の
児
童
図
書
を
中

心
に
50
冊
余
り
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。

　

嘉
島
中
の
生
徒
ら
が
静
岡
県
の

中
学
生
と
共
に
防
災
に
つ
い
て
考

え
る
交
流
会
が
８
月
22
日
、
町
役

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
来
町
し
た

の
は
掛
川
市
・
大
須
賀
中
と
小
山

町
・
北
郷
中
の
２
、
３
年
生
合
わ

せ
て
10
人
で
す
。

　

交
流
会
で
は
自
己
紹
介
に
引
き

続
き
、
災
害
と
の
遭
遇
を
想
定
し

た
判
断
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
討
議
。
嘉
島
中
の
生
徒

が
昨
年
の
震
災
被
災
状
況
や
個
々

の
体
験
を
語
れ
ば
、
静
岡
側
か
ら

復
旧
・
復
興
へ
「
中
学
生
と
し
て

何
が
で
き
る
の
か
」
と
い
っ
た
質

問
が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。

　

静
岡
県
の
川
勝
平
太
知
事
が
嘉

島
中
の
学
校
挙
げ
た
「
復
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
注
目
し
て
３
月
、

生
徒
代
表
を
静
岡
に
招
い
た
「
防

災
教
育
交
流
」
の
第
２
弾
。

　

８
月
21
〜
23
日
の
日
程
で
来
熊

し
た
静
岡
の
一
行
は
東
海
大
阿
蘇

キ
ャ
ン
パ
ス
や
熊
本
城
な
ど
震
災

の
被
災
現
場
も
見
学
。
こ
れ
に
先

立
ち
、
一
行
の
表
敬
訪
問
を
受
け

た
荒
木
町
長
は
東
海
大
を
創
設
し

た
故
松
前
重
義
氏
（
嘉
島
町
出

身
）
を
通
し
た
嘉
島
と
静
岡
の
つ

な
が
り
に
触
れ
、「
川
勝
知
事
が

説
か
れ
る
現
場
に
学
べ
―
の
教
え

を
大
切
に
し
、
被
災
地
を
し
っ
か

り
見
て
回
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
井
寺
の
浮
島
熊
野
座
神

社
で
９
月
15
日
、
例
大
祭
が
行
わ

れ
、
雅
楽
の
演
奏
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

地
区
役
員
、
氏
子
ら
が
顔
を
そ

ろ
え
て
神
事
が
執
り
行
わ
れ
る

中
、
横
笛
「
竜
笛
」
や
縦
笛
「
篳

篥
（
ひ
ち
り
き
）」
な
ど
で
雅
楽

を
奉
納
し
た
の
は
地
元
女
性
を
中

心
に
し
た
「
雅
奏
会
」（
松
永
ま

り
子
代
表
）
で
す
。
同
神
社
創
建

千
年
を
記
念
し
て
平
成
13
（
２
０

０
１
）
年
に
始
ま
っ
た
地
区
内
を

巡
る
「
井
寺
曳
（
ひ
き
）
回
し
太

鼓
」
と
「
乙
女
神
楽
」
の
奉
納
は

見
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

静岡の中学生がやって来た

嘉島中生徒と防災交流

浮
島
熊
野
座
神
社
の
例
大
祭
で
奉
納

さ
れ
た
雅
楽
の
演
奏

防災について意見交換した生徒ら

児
童
代
表
ら
は
「
た
く
さ
ん
読
み

ま
す
」
と
読
書
の
秋
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

浮
島
熊
野
座
神
社
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サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

の
「
嘉
島
町
タ
ウ
ン
デ
ー
」
が
９

月
２
日
、
本
拠
地
え
が
お
健
康
ス

タ
ジ
ア
ム
（
熊
本
市
）
に
Ｆ
Ｃ
町

田
ゼ
ル
ビ
ア
（
東
京
）
を
迎
え

撃
っ
た
一
戦
に
合
わ
せ
て
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
デ
ー
は
、
地
域
に
根
差
し
た

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
る
ロ
ア
ッ

ソ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
火
の
国
も

り
あ
げ
タ
イ
！
」
の
一
環
。
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
の
冠
に
県
内
市
町
村
を

割
り
振
り
、
該
当
自
治
体
の
ス
タ

ジ
ア
ム
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
便
宜
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
は
キ
ッ
ク
オ
フ
に
先
立

ち
、
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
の
呼
び
物

と
し
て
「
か
し
ま
太
鼓
」
を
投
入

し
、
髙
野
隆
・
町
教
育
長
が
「
水

の
郷
（
さ
と
）
嘉
島
」
の
紹
介
を

行
っ
て
詰
め
掛
け
た
観
客
に
し
っ

か
り
町
を
ア
ピ
ー
ル
。
同
デ
ー
特

別
割
引
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
で
声
援
を

送
っ
た
町
民
は
１
５
０
人
余
り
で
、

ス
タ
ジ
ア
ム
入
り
口
の
グ
ル
メ
広

場
に
も
町
の
農
村
女
性
部
や
飲
食

店
が
店
開
き
し
、
人
気
を
呼
び
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
デ
ー
応
援
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
町

田
戦
の
ロ
ア
ッ
ソ
先
発
イ
レ
ブ
ン

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
交
歓
し
た
り
、

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
ピ
ッ
チ
を
１

周
し
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

町
旗
を
掲
げ
ピ
ッ
チ
を
１
周
し
た
町
関
係
者
ら

町
役
場
で
開
か
れ
た
町
消
防
団
の
消

防
学
校
入
校
者
激
励
会
。
荒
木
町
長

（
左
端
）
も
エ
ー
ル
を
送
っ
た

　

嘉
島
町
北
甘
木
の
自
主
防
災
組

織
が
９
月
３
日
、
東
小
で
地
震
や

ロアッソ「タウンデー」

決めた！嘉島町ＰＲ

　

平
成
30
年
度
の
嘉
島
町
消
防
団

部
長
予
定
者
６
人
が
９
月
２
、
３

日
、
幹
部
団
員
と
し
て
の
訓
練
を

受
け
る
た
め
熊
本
県
消
防
学
校
に

入
校
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

町
役
場
で
開
か
れ
た
激
励
会
で
荒

木
町
長
や
佐
藤
光
正
団
長
が
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

入
校
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
第
１
分
団
第
１
部
（
井
寺
）
中

村
祐
介
▽
同
団
第
３
部
（
三
郎
無

田
）
友
田
旭
彦
▽
第
２
分
団
第
１

部
（
北
甘
木
）
佐
藤
修
一
▽
第
３

分
団
第
１
部
（
上
島
）
岩
永
泰
典

▽
第
４
分
団
第
２
部
（
上
仲
間
）

外
村
誠
▽
同
団
第
３
部
（
下
仲

間
）
笠
泰
将

　

※
都
合
に
よ
り
平
成
30
年
度
入

校
▽
第
１
分
団
第
２
部
（
下
六

嘉
）
木
郡
智
紀

消
防
学
校
入
校
で
激
励
町
消
防
団

幹
部
候
補

台
風
に
備
え
る

避
難
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
熊
本

地
震
や
近
年
の

局
地
的
集
中
豪
雨
を
踏
ま
え
、
後

を
絶
た
な
い
自
然
災
害
へ
の
防
災

意
識
を
高
め
よ
う
と
、
地
元
の
水

野
正
身
区
長
の
呼
び
掛
け
で
実
施
。

区
民
約
１
７
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

防
災
組
織
の
役
割
を
再
認
識

し
、
避
難
勧
告
・
指
示
へ
の
対
応

や
避
難
経
路
を
確
認
。
水
野
区
長

は
「
災
害
時
に
は
自
助
・
共
助
が

重
要
と
な
る
。
私
た
ち
の
命
は
私

た
ち
で
守
ろ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　

上
益
城
消
防
署
員
に
よ
る
緊
急

時
の
避
難
に
つ
い
て
の
講
演
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
操
作
指
導
、
婦
人
部
に
よ
る

炊
き
出
し
、
親
子
会
の
竹
と
ん
ぼ

づ
く
り
な
ど
も
あ
り
、
親
子
そ

ろ
っ
て
防
災
意
識
を
高
め
、
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

北甘木の地区住民が取
り組んだ避難訓練。地
震や台風を想定し、嘉
島東小で行われた

災害備え避難訓練
―― 北甘木　自主防災組織
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嘉
島
町
総
合
運
動

公
園
で
11
月
26
日
、

知
的
障
が
い
の
あ
る

ア
ス
リ
ー
ト
の
祭
典

「
第
14
回
ス
ペ
シ
ャ

ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本
・
熊
本
地
区
大

会
」（
10
月
14
日
開

幕
）
の
陸
上
競
技
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

同
運
動
公
園
で
は
当
日
午
前
10

時
半
か
ら
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続

き
、
50
㍍
走
や
千
五
百
㍍
走
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
５
種
目
を

予
定
。
午
後
２
時
か
ら
は
地
区
大

会
の
閉
会
式
も
開
か
れ
ま
す
。

　

地
区
大
会
事
務
局
で
は
「
ぜ
ひ

会
場
で
出
場
者
へ
声
援
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
来
場
を
呼
び
掛
け

る
と
と
も
に
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
い
ま
す
。「
お
手
伝

い
し
て
み
よ
う
」
と
い
う
皆
さ
ん

へ
の
説
明
会
が
10
月
28
日
午
後
１

時
半
か
ら
同
運
動
公
園
会
議
室
で

開
か
れ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
☎
２

８
８-

２
７
８
１
。

　

嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理

事
業
に
伴
う
「
東
部
地
区
配
水

場
」
の
起
工
式
＝
写
真
＝
が
９
月

13
日
、
嘉
島
町
井
寺
の
整
備
予
定

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
権
者
は
じ
め
地
元
関
係
者
18

人
が
列
席
。
神
事
に
続
き
、
荒
木

町
長
が
「
ゆ
く
ゆ
く
は
４
千
人
に

上
る
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ
る
区

画
整
理
事
業
の
第
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ご
協
力
い

た
だ
く
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
」
と
語
り
、
工
事
の
無
事
を

祈
り
ま
し
た
。

　

配
水
場
は
同
区
画
整
理
事
業
の

区
域
に
加
え
、
井
寺
、
北
甘
木
の

両
地
区
の
一
部
へ
給
水
す
る
簡
易

水
道
の
基
幹
施
設
で
す
。
約
２
５

０
０
平
方
㍍
の
敷
地
に
、
配
水
タ

ン
ク
（
有
効
容
量
５
０
０
立
方

㍍
）
を
中
心
に
関
連
施
設
を
整
備

し
ま
す
。
完
工
は
来
年
２
月
末
の

予
定
で
、
総
事
業
費
は
１
億
４
１

４
８
万
円
で
す
。

　

同
区
画
整
理
事
業
は
、
震
災
か

ら
の
新
た
な
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
事

業
と
し
て
町
が
芝
原
地
区
と
共
に

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

完
全
復
旧
を
果
た
し
、
主
力
商
品

「
阿
蘇
の
天
然
水
」
の
出
荷
も
再
開

し
た
嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー

ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場

　

嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー

ビ
ー
ル
九
州
熊
本
工
場
は
９
月
11

日
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
清
涼
飲

料
製
品
の
出
荷
を
再
開
。
昨
年
の

熊
本
地
震
の
被
災
以
来
、
１
年
５

カ
月
ぶ
り
に
完
全
復
旧
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

同
工
場
で
の
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

「
東
部
配
水
場
」
で
起
工
式

嘉
島
町
井
寺

整
備
予
定
地

土
地
区
画
整
理　

着
々
と

サ
ン
ト
リ
ー

  

完 

全 
復 
旧

に
は
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
東
京
）
の
小
郷
三

朗
社
長
が
駆
け
つ
け
、
招
か
れ
た

荒
木
町
長
や
蒲
島
知
事
ら
と
共
に
、

清
涼
飲
料
の
主
力
「
阿
蘇
の
天
然

水
」
出
荷
再
開
と
九
州
限
定
発
売

の
「
熊
本
の
晩
柑
（
か
ん
）
＆
阿

蘇
の
天
然
水
」
の
初
出
荷
を
喜
び

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

震
災
で
建
物
や
設
備
に
被
害

が
出
た
同
工
場
は
休
業
が
続
き
、

ビ
ー
ル
の
仕
込
み
が
再
開
さ
れ
た

の
は
昨
年
11
月
。
今
年
４
月
に
見

学
受
け
入
れ
、
そ
し
て
６
月
に
は

清
涼
飲
料
を
含
む
生
産
設
備
が
復

旧
。
こ
れ
ま
で
に
順
次
ビ
ー
ル
の

主
力
商
品
な
ど
各
種
製
品
の
出
荷

も
再
開
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

清
涼
飲
料
の
出
荷
を
残
す
だ
け
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

町
に
売
上
金
贈
る　

 

サ
ン
ト
リ
ー

　

今
夏
開
か
れ
た
嘉
島
町
「
か
し

ま
水
の
郷
（
さ
と
）
ま
つ
り
２
０

１
７
」
に
特
別
出
店
し
、
話
題
を

呼
ん
だ
サ
ン
ト
リ
ー
か
ら
ま
つ
り

会
場
で
の
売
上
金
が
町
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
甘
木
の
同
ビ
ー
ル
九
州
熊
本

工
場
直
送
と
銘
打
っ
て
今
回
初
め

て
「
プ
レ
ミ
ア
ム
モ
ル
ツ
」
コ
ー

ナ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
同
工

場
の
橋
本
猛
・
工
場
長
が
９
月
８

日
、
町
役
場
に
荒
木
町
長
を
訪
ね
、

経
緯
な
ど
説
明
し
て
「
地
域
振
興

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

ボランティア募集
嘉島町でスペシャル五輪
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＜インフルエンザ予防接種委託医療機関＞

医療機関名 住　所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島 2491 237－0003

たなか内科眼科 鯰 1898－３ 235－7235

香田整形外科 北甘木 2018 237－2811

よしむら内科・循環器科 上島 2299－１ 235－7773

さかた耳鼻咽喉科 鯰 1834－１ 237－4133

西村病院 北甘木 2085 237－1551

大串内科 鯰 2789－１ 234－7873

　インフルエンザは空気中にいるインフルエンザウイルスを吸い込むことにより発病し、鼻水、くしゃ
み、咳（せき）などの風邪の症状だけでなく高熱や頭痛・関節痛等を起こす全身感染症です。ひどくな
ると肺炎や脳炎を併発して重症化し、死亡する例も多くなっています。
　インフルエンザ予防のためには体力をつけておく、うがい・手洗いをするなどの予防対策と予防接種
を受けておくことが大切です。
　予防接種は以下の要件に該当される方は町の一部助成で接種できますのでお知らせします。

１．対象者（予防接種法で定める者）
１）65 歳以上の嘉島町に住民票を有する方

＜インフルエンザと普通の風邪の違い＞
　普通の風邪は、症状としてはのどが痛む、鼻がム
ズムズする、水様の鼻汁がでる、くしゃみ、咳が中
心で全身症状はあまりみられません。発熱もインフ
ルエンザほど高くなく、重症化することはめったに
ありません。一方、インフルエンザにかかると 39 度
以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛など全身の症状
が強く、あわせてのどの痛み、鼻汁などの症状もみ
られます。さらに、気管支炎、肺炎などを併発し重
症化することが多いのもインフルエンザの特徴です。
また、インフルエンザは流行が爆発的に始まり、短
期間に乳幼児から高齢者まで膨大な人を巻き込むと
いう点で普通の風邪とははっきり区別されます。

＜インフルエンザにかからないためには＞
　インフルエンザが流行してきたら、人混みを避け
ましょう。特に、高齢者や慢性疾患を持っている人
は人混みや繁華街への外出を控えましょう。疲れて
いるときや睡眠不足のときに外出すると、インフル
エンザに非常に感染しやすくなります。インフルエ
ンザウイルスは湿気に弱いので、室内では加湿器な
どを使って適度の湿度を保ちましょう。常日頃から
バランスよく栄養をとることも大切です。また、外
出時のマスクや帰宅後のうがい・手洗いは、風邪の
予防とあわせてお勧めします。

＊詳細については
嘉島町役場町民課　☎ 237-2574（直通）まで

 
 

高齢者のインフルエンザ予防接種

２）60 歳以上 65 歳未満の嘉島町に住民票を有す
る方のうち、心臓・じん臓・呼吸器の機能ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能
に障害をもつとして厚生労働省令で定める方
（医師の証明または身体障害者手帳１級所持者）

　　※年齢については、接種時点での年齢とする。

２．インフルエンザ予防接種の受け方
１）右記の医療機関に電話で予防接種の予約をす
る。

２）医療機関から指定された日に予防接種を受け
に行く。

　※年齢、住所が確認できる書類（保険証等）を
持参してください。

３）医療機関に直接代金を支払う。
４）接種後は、「予防接種済証」を受け取る。
　※済証は、大切に保管してください。

個人負担金 （１回　2,000 円）

３．実施期間

10月１日（日）～12月31日（日）

４．注意事項
１）ワクチン内に卵が含まれますので、卵アレル
ギーのある方は医師にご相談ください。

２）予防接種には、副反応としていろいろな反応
が出ることがありますので、受診中の方は主
治医と相談してから受けてください。

３）予診票は指定医療機関に備え付けてあります
が、記入の際は説明を十分読んで理解の上、
受けてください。

４） 予防接種の回数は、１回 です。
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平成 29年度嘉島町住民健診のお申し込み
12月10日（日）、11日（月）に後期高齢者健診を含む各種健診を実施します。

●８月の住民健診を受診できなかった方も再度申し込みできます。（７～９月にかしまドック・８月の住
民健診を既に受診された方、これからかしまドックを受診予定の方はお申し込みできません）
●４月の「嘉島町住民健康診査申込書（調査書）」で後期高齢者健診をお申し込みされている方は、今回
お申し込みの必要はありません。４月に後期高齢者健診をお申し込みの方、今回再度（新たに）健診を
お申し込みいただいた方へは 11 月下旬に問診票を健診機関から発送予定です。

【健診の内容】
検　診　名 対　象　者 内  　容 個人の負担金

特定健診 嘉島町国民健康保険に加入して
いる満 40 歳以上 75 歳未満の方

問診・計測（腹囲など）診察・
血液検査・尿検査など １, ０００円

後期高齢者健診 後期高齢者医療保険に加入の方 特定健診と同様の内容 ８００円

胃がん検診 40 歳以上の方 問診・胃部エックス線検査 ９００円

結核検診 65 歳以上の方 問診・胸部エックス線間接撮影 無　料

肺がん検診
40 歳以上の方 問診・胸部エックス線間接撮影 ３００円

問診の結果必要な方 喀痰（かくたん）細胞検査 ５００円

大腸がん検診 40 歳以上の方 問診・便潜血検査 ３００円

乳がん検診 40 歳以上の女性
問診・乳房Ｘ線検査（マンモ
グラフティ）・乳房超音波（エ
コー）検査

１, １００円

子宮がん検診 20 歳以上の女性 問診・視診・内診・細胞診 ７００円

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査 ８００円

肝炎ウイルス検診 40 歳以上の希望者 問診・血液検査（Ｂ型・Ｃ型肝
炎ウィルス検査） ６００円

腹部超音波検診 40 歳以上の方 問診・超音波（エコー）検査 １, １００円

骨粗しょう症検診 節目年齢の女性 問診・前腕のエックス線検査 １, ４００円
※　対象者の年齢は平成 29 年度中（平成 30 年 3 月 31 日現在）での到達（満年齢）となります。
　　節目年齢は同様に 29 年度中に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳になられる方です。

【日程、実施場所】
　日程：12 月 10 日（日）～ 11 日（月）　場所：嘉島町保健センター（町民会館内）

【お申し込み・問い合わせ先】
　役場町民課保健係へ 10 月 20 日までに電話または窓口へ
　直接お申し込みください。
　☎０９６（２３７）２５７４
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

刑
法
犯
〜
町
内
で
車
上
狙
い
や
自
転

車
盗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
少
し
の

時
間
で
も
必
ず
施
錠
を
す
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
〜
物
損
事
故
は
依
然
と
し

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
人
身

事
故
は
減
少
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
没
時
間
が
早
く
な
っ
て

き
ま
す
の
で
、
薄
暮
時
の
前
照
灯
の

早
め
点
灯
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）８月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.8 7 100 0 0 2 2 0 2

H29 累計 49 514 0 0 24 8 1 8

前年比 -3 +63 -4 -1 +8 ± 0 +1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.8 30 254 1 0 2 4 0 4

H29 累計 161 1576 8 0 38 14 3 19

前年比 +13 -49 -9 -2 +15 -3 +2 +2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

全国地域安全運動全国地域安全運動
実施期間 10月 11日（水）～ 20日（金）実施期間 10月 11日（水）～ 20日（金）

　「みんなでつくろう安心の街」をスローガン
に全国一斉の地域安全運動が実施されます。
　この運動は、地域住民、行政、各種団体、警
察が連携して、犯罪のない安全で安心して暮ら
すことのできる街をつくろうという運動です。

乗り物盗に要注意！乗り物盗に要注意！

みんなで撲滅！万引みんなで撲滅！万引

★　自転車やオートバイから離れるときは、短時間でも必ずカギを掛けましょう！
　防犯の基本は、ツーロックです！
★　短時間の外出でも必ず「カギ掛け、窓閉め」の習慣を！
　●　戸建ての２階やアパートの上階の窓、浴室やトイレの小窓も施錠
　●　朝のゴミ出しなど短時間の外出でも施錠
★「たかが万引」は大間違いです。
　　「万引をしない！させない！見逃さない！」をスローガンにみんなで万引を防止
しましょう。
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注
意
願
い
ま
す
。
放
送
内
容
な
ど
は
左

記
の
通
り
で
す
。

●
緊
急
地
震
速
報
訓
練

　

〇
実
施
日
時

　
　

11
月
１
日
（
水
）
午
前
10
時
ご
ろ

　

〇
放
送
内
容

　
「 

た
だ
今
か
ら
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す
。

緊
急
地
震
速
報
。
大
地
震
で
す
。 

大
地
震
で
す
」

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報
伝
達
訓
練

　

〇
実
施
日
時

　
　

11
月
14
日
（
火
）
午
前
11
時
ご
ろ

　

〇
放
送
内
容

　
「 
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」

　
　

役
場
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
の
方
へ

医
療
費
の
免
除
は
９
月
末
で
終
了

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
方
で
半
壊
以
上
な
ど
の
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
は
、
病
院
な

ど
の
窓
口
で
免
除
証
明
書
を
提
示
す
る

こ
と
で
医
療
費
が
免
除
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
医
療
費
の
免
除
は
９
月
末
ま

で
で
終
了
し
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
通

常
通
り
窓
口
で
の
支
払
い
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
震
災
に
よ
る
医
療
費
の
免
除

制
度
を
知
ら
ず
に
す
で
に
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
役
場
町

民
課
で
還
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
を
さ
れ
る
方
は
通
帳
、
印
鑑
、

罹
（
り
）
災
証
明
書
、
領
収
証
を
お
持

ち
の
上
、
町
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

○
期
日　

11
月
16
日
（
木
）

○
場
所
と
時
間

【
東
地
区
】

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

９
時
〜
９
時
10
分

・
上
六
嘉
公
民
館　

　
　

９
時
20
分
〜
９
時
半

・
北
甘
木
公
民
館

　
　

９
時
40
分
〜
９
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　

10
時
〜
10
時
10
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　

10
時
20
分
〜
10
時
半

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　

10
時
40
分
〜
10
時
50
分

・
東
小
学
校
正
門
前　

　
　

11
時
〜
11
時
10
分

【
西
地
区
】

・
上
島
公
民
館

　
　

13
時
半
〜
13
時
40
分

ご
注
意
く
だ
さ
い

防
災
無
線
で「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」の

訓
練
放
送
が
あ
り
ま
す
！

　

11
月
１
日
に
「
緊
急
地
震
速
報
訓

練
」、 

同
14
日
に
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
情
報

伝
達
訓
練
」
が
日
本
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
嘉
島
町
で
も
町

内
の
防
災
無
線
で
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
訓
練

放
送
が
流
れ
ま
す
の
で
、
本
当
の
地
震

な
ど
と
間
違
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ご

【
18
面
に
続
く
】

※ お断り　問い合わせ先は
各項の末尾です。

平成29年度 陸上自衛隊高等工科学校生徒募集
募集項目 資格 受付期間 試験期日 合格発表 入（校）隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

推薦

男子で中卒（見込み含）17
歳未満の成績優秀かつ生徒
会活動等に顕著な実績を修
め学校長が推薦できる者

11月1日～
　　12月1日

平成30年1月6日～ 8日
※いずれか１日を指定されます。 平成30年1月17日

平成30年
4月上旬

一般 男子で中卒（見込み含）
17歳未満の者

11月1日～
平成30年1月9日

１次：
　平成30年１月20日
２次：
　平成30年２月１日～４日

１次：
　平成30年１月26日
最終：
　平成30年２月16日

※なお「自衛官候補生（男子）」についても、引き続き募集中です。　
 宇城募集案内所　☎０９６４－２３－２０４７
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・
鯰
公
民
館

　
　

13
時
50
分
〜
14
時

・
上
仲
間
公
民
館　

　
　

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

・
下
仲
間
公
民
館　

　
　

14
時
半
〜
14
時
40
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　

14
時
50
分
〜
15
時

・
高
田
公
民
館　

　
　

15
時
10
分
〜
15
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
前

　
　

15
時
半
〜
15
時
40
分

※
都
合
が
つ
く
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ
き
予
防
注

射
が
飼
い
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
必
ず

年
１
回
の
予
防
注
射
が
必
要
で
す
。
料

金
は
１
匹
当
た
り
３
０
７
０
円
で
す
。

登
録
さ
れ
て
い
な
い
犬
は
別
途
登
録
料

３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
が
病
気
や
体
調
不
良

の
場
合
は
、
か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
等

に
ご
相
談
の
上
、
注
射
を
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
中
に
注
射
を
済
ま
さ
れ
て
い

る
方
に
は
注
射
済
票
（
赤
色
）
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

10
月
29
日
は
町
内
一
斉
清
掃
日

　

10
月
29
日
（
日
）
は
、
秋
の
町
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
各
地

区
の
清
掃
美
化
を
実
施
し
、
美
し
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
自
分
の
家
の
周
辺
だ
け
で
な
く
、

普
段
気
付
か
な
い
よ
う
な
所
も
き
れ
い

に
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

児
童
手
当
（
10
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
29
年
６
月
〜
９
月
分
の
児
童
手

当
は
、
10
月
10
日
（
火
）
に
そ
れ
ぞ
れ

ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ご
存
じ
で
す
か

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

【
17
面
か
ら
続
く
】

↑

10
月
22
日
（
日
）
は
衆
議
院

議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

　

今
回
の
選
挙
か
ら
嘉
島
町
は
衆
議

院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
区
が

第
４
区
か
ら
第
３
区
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
選
挙
公
報
等
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

○
投
票
所

・
第
１
投
票
所

　

嘉
島
東
小
体
育
館
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　
（
上
六
嘉
２
０
６
３
番
地
）

・
第
２
投
票
所

　

嘉
島
町
東
老
人
憩
い
の
家

　
（
上
六
嘉
２
４
３
１
番
地
２
）

・
第
３
投
票
所

　

嘉
島
西
小
体
育
館

　
（
上
島
１
９
１
９
番
地
２
）

・
第
４
投
票
所

　

下
仲
間
公
民
館

　
（
下
仲
間
７
８
５
番
地
）

　

投
票
用
紙
に
つ
い
て
は
、
小
選
挙

区
が
ピ
ン
ク
色
、
比
例
代
表
が
あ
さ

ぎ
色
、
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
が

う
ぐ
い
す
色
で
す
。
都
合
３
回
投
票

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
当
日
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

○
期
間　

　

10
月
11
日（
水
）〜
10
月
21
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
所

　

嘉
島
町
役
場
２
階
大
会
議
室

◎
選
挙
権
を
有
す
る
方
で
、
投
票
所

入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
方
、
紛
失

さ
れ
た
方
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
さ
れ
ま
せ

ん
よ
う
、
投
票
所
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

　
　
　

嘉
島
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
２
３
７－

１
１
１
２
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【
20
面
に
続
く
】

↑

10 月 の納税等 11 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料……………９月分
納期限日（口座振替日）
　　平成29年10月31日（火）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料………… 11月分
下水道使用料………… 10月分

納期限日（口座振替日）
　　平成29年11月30日（木）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

10月25日
11月22日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
が
後
日
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
を

応
援
し
ま
す

　

熊
本
県
、
市
町
村
、
関
係
団
体
で
構

成
す
る
「
く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機

構
」
で
は
、
良
好
な
景
観
形
成
を
進
め

る
た
め
民
間
の
緑
化
や
景
観
づ
く
り
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
事
業
」
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な

ど
の
地
域
の
住
民
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
し
て
道
路
、
公
園
、
学
校

な
ど
に
樹
木
や
花
を
植
え
る
場
合
に
苗

木
等
の
購
入
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
支
援
事
業
」

で
は
道
路
、
公
園
、
学
校
な
ど
に
花
の

植
栽
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
対
し
て
花
の
種
子
、
球
根
、
苗
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
緑
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
事

業
」
な
ど
の
申
請
受
け
付
け
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
詳
細
は
当
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
団

体
か
ら
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
緑
・
景
観
協
働
機
構
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
５
２
２

県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税

　

県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
熊
本

県
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」（
年

間
個
人
５
百
円
、法
人
千
円
〜
４
万
円
）

を
活
用
し
、
水
を
蓄
え
、
災
害
を
防
止

す
る
な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機
能
の
向

上
を
図
り
、
森
林
を
元
気
な
姿
に
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

県
農
林
水
産
政
策
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
４
２
２

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

（
買
主
）
が
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

○
届
け
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交

換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁

済
等

○
届
け
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域
（
嘉
島
町
全
域
）

・
市
街
化
区
域　

２
千
平
方
㍍
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

５
千
平
方
㍍
以
上

○
届
け
出
期
限　

契
約
（
予
約
含
む
）

締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内（
締
結
日
含
む
）

○
届
け
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市

区
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
土
地
に
つ
い
て
の
四
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利

用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

② 

計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切

で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

④ 

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め

ら
れ
ま
す

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

　
　

県
企
画
振
興
部
地
域
・

　
　

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
１
８
１

ご
利
用
く
だ
さ
い

労
使
紛
争
の
解
決
に「
あ
っ
せ
ん
」

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条

件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局

　
　

☎
０
９
６
８－

３
６－

２
１
５
１

参
加
し
ま
せ
ん
か

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

　

傾
聴
と
は
、
相
手
に
寄
り
添
い
、
思

い
に
耳
を
傾
け
、
思
っ
て
い
る
こ
と
や

感
じ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
、
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で

す
。

　

町
民
を
対
象
に
「
傾
聴
」
の
意
義
・

役
割
・
必
要
性
の
認
識
を
広
め
、「
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
半

○
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

○
講
師

　
　
　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
く
ま
も
と

　
　
　

那
須
幸
氏　

　
　
　

岩
﨑
静
香
氏

○
参
加
人
数

　
　
　

 

50
人
程
度
（
町
内
の
方
で
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る

方
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
締
め
切
り　

11
月
30
日
（
木
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
９
８
１

自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
に
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
「
あ

っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き

は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
正
規
社
員
お
よ
び

非
正
規
社
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業

主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
３
３－

２
７
５
３

戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震

改
修
等
補
助
の
追
加
募
集

に
つ
い
て

　

平
成
29
年
10
月
23
日
（
月
）
か
ら
12

月
15
日
（
金
）
ま
で
追
加
募
集
を
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
き

ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
管
理
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

上
益
城
の
自
慢　

観
光
と
物
産
展

in
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

○
時
間　

10
月
21
、
22
の
両
日

　
　
　
　
　

10
時
か
ら
18
時
ま
で

○
場
所　

 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
内
（
Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｅ－

ハ
レ
晴

れ－

、
１
階
イ
ー
ス
ト
ス
ク

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
10
回

　
　

11
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
無
料
開
放

　

10
月
の
「
都
市
緑
化
月
間
」
に
伴
い
、

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　

秋
晴
れ
の
公
園
で
気
持
ち
の
い
い
汗

を
流
し
て
み
て
は
い
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

○
無
料
開
放
期
間

　

10
月
25
日
（
水
）
〜
30
日
（
月
）

　

８
時
か
ら
17
時

【
19
面
か
ら
続
く
】

エ
ア
、２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
）

　

上
益
城
地
域
自
慢
の
特
産
品
、
農
産

物
等
の
展
示
・
販
売
を
行
う
ほ
か
、
観

光
情
報
を
発
信
。

　

熊
本
バ
ス
が
所
有
す
る
大
型
路
線
バ

ス
の
通
称
「
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
の
展
示
、

恐
竜
つ
り
ぼ
り
や
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
な

ど
お
楽
し
み
満
載
。
21
日
は
清
和
文
楽

ミ
ニ
公
演
が
あ
り
、
22
日
は
御
船
町
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ふ
ね
ま
る
」
が
登
場
し
、

「
ふ
ね
ま
る
ダ
ン
ス
」
を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懐
か
し
い
熊
延
鉄
道
の
写
真
、

石
橋
や
棚
田
な
ど
緑
川
流
域
の
四
季

折
々
の
風
景
写
真
等
の
展
示
も
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　

県
上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

３
０
４
４

古
代
の
旅
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

２
０
１
７

　

菊
池
川
流
域
を
め
ぐ
る
肥
後
古
代
の

森
地
区
（
山
鹿
・
菊
鹿
・
鹿
央
・
菊

池
・
和
水
）
の
博
物
館
や
イ
ベ
ン
ト
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品
を
当
て

よ
う
！

○
開
催
期
間　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

○
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

　

山
鹿
市
立
博
物
館
、
温
故
創
生
館

　

装
飾
古
墳
館
、
わ
い
ふ
一
番
館

　

和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

※
イ
ベ
ン
ト
、
応
募
方
法
に
つ
い
て
は

↑
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↑※
ご
利
用
の
方
は
、
利
用
当
日
に
公
園

管
理
事
務
所
で
受
け
付
け
を
お
願
い
し

ま
す
。
専
用
の
ク
ラ
ブ
と
ボ
ー
ル
の
無

料
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
都
市
計
画
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

　
　

高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
３
６
６
６

年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
支
払
い
者
を
対
象
に
、
次
の
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
案
内
状

が
な
い
方
で
も
入
場
で
き
ま
す
。
ま
た

指
定
さ
れ
た
日
時
以
外
で
も
入
場
で
き

ま
す
。
駐
車
場
台
数
が
著
し
く
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
で
の
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

日
時　

11
月
13
日（
月
）、
14
日（
火
）

10
時
〜
正
午
ま
た
は
14
時
〜
16
時

○
対
象
者　

・ 

13
日
と
14
日
の
午
前
は
熊
本
西
税
務

署
管
内
の
方

・ 

14
日
午
後
は
熊
本
東
税
務
署
管
内
の

方
○
場
所　

熊
本
県
立
劇
場
（
熊
本
市
中

央
区
大
江
２－

７－

１
）

　

熊
本
東
税
務
署
法
人
課
税
第
１
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
３
１
）

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る

就
学
に
向
け
て
の
説
明
会

　

上
益
城
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
で
は
県

と
上
益
城
５
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
地

域
の
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
ご
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
今
回
初
め
て
の
取

り
組
み
と
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
10
日
10
時
半
か
ら

○
場
所　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
対
象　

 

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
の
保
護
者
、
幼
稚
・

保
育
園
の
関
係
者
な
ど

○
定
員　

 

30
人
（
先
着
順
・
要
申
し
込

み
）

　
　

上
益
城
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

４
１
８
０

松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

11
月
６
日（
月
）〜
10
日（
金
）

○
時
間

・
小
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

【
22
面
に
続
く
】

熊本県国民年金基金から

国民年金基金の
最大のメリットは 節税対策と終身年金です！
掛け金の 全額（最大年間81万6千円）が 所得控除の対象 となります。年金は 終身年金 が基本。 

メリット ❶
掛け金は全額社会保険料
控除となり節税になリま
す。節税をお考えなら国民
年金基金加入がお得です。

メリット ❹
掛け金を納めた期間分の
年金は将来、必ず年金と
して受け耶ることができ
掛け捨てにはなリません。

メリット ❺
年金額が12万円以上にな
ると年６回に分けてお受
け取りいただけます。

メリット❻

年金を受ける時は
公的年金等控除が
受けられます。

メリット ❼
掛け金は途中で増額や減額、
一時休止 ができます。
一時休止後に再開する場合は、
休止前の掛け金で再開できます。

メリット ❷
基本は 終身年金 で遺族保障のタイプも
あります。終身年金A型B型、 確定年金Ⅰ 
型からⅤ型まで計7つの型から選ぺます。
終身年金… A型　B型
確定年金…Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 Ⅳ型 Ⅴ型

メリット ❸
将来、年金の支
給開始年齢が変
わることはあリ
ません。

◆フリーダイヤル　　　　ローゴ　 ヨ イ ク ニ

　　0120－65－4192
◆ホームページ　www.kumamotokikin.or.jp

熊本県国民年金基金
〒862-0956　熊本市中央区水前寺公園14-22 ７F

ただ今ご紹介・ご加入
キャンペーン実施中です！

熊本基金 検索 ▲▲
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制度の特徴

○
場
所　

　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

保
育
園
の
園
庭
開
放

東
部
幼
光
保
育
園

○
日
時

　

10
月
19
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

【
21
面
か
ら
続
く
】

○
日
時　

　

11
月
９
日
（
木
）
10
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　
（
12
時
〜
13
時
除
く
）

○
場
所　

御
船
町
役
場
分
庁
舎
２
階

　

熊
本
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
４－

２
１
４
５

（
音
声
案
内
②
を
押
し
、
御
船
相
談
予

約
と
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
一
斉
強
化
週
間

○
実
施
期
間

　

11
月
13
日
（
月
）
〜
19
日
（
日
）

○
受
付
時
間

　

11
月
13
日
（
月
）
〜
17
日
（
金
）

　
　

８
時
半
〜
19
時

　

11
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

無
料
の
登
記
相
談
（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
倒
壊

し
た
建
物
の
登
記
に
関
す
る
相
談
、
土

地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・
贈
与
・
相
続

な
ど
の
登
記
に
関
す
る
無
料
の
登
記
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

農業経営者ごとの収入全体を対象とした

農業経営収入保険制度
新制度

の紹介をします。

平成30年度から申し込みの受け付けが始まります

① 青色申告を行っている農家（個人・法人）の方が加入できます。

② 自然災害だけでなく、価格低下なども含めた収入減少も補償します。

③ 品目の限定がないので、ほとんどの農作物をカバーします。

④ 最高で、補償限度９割、支払い率９割までの補償が選択できます。

⑤ 納めていただく「保険料」「積立金」には、国の補助があります。

ご不明な点は、下記まで

　　　本　所　　℡0964-25-3202
上益城支所　℡096-282-6565
山都出張所　℡0967-72-4222

■　 青色申告の実績が１年でもあれば、
加入することができます。

青色申告を始めましょう！

↑
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○
相
談
方
法　

電
話
相
談

　
　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
　

専
用
電
話
番
号

　
　

０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
等
に
お
け
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
じ
め

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

※ 

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
は
開
庁
日
の

８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
常
時
、
同
じ

専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　
　
　

☎
３
６
４－

２
１
４
５

心
配
ご
と
の
無
料
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
25
日
（
水
）　

弁
護
士

　

11
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－
３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－
３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

※ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

↑

　

最
近
、
熊
本
県
内
に
お
い
て
、

「
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
な

ど
と
題
す
る
は
が
き
が
自
宅
に
郵
送

さ
れ
、
だ
ま
さ
れ
て
お
金
を
支
払
う

「
架
空
請
求
詐
欺
」
が
頻
発
し
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
手
口
や
対
処
法
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

〇
そ
の
手
口
は
？

　

訴
訟
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求
詐

欺
の
手
口
は
、

　

・ 

宛
名
の
部
分
に
は
、
ち
ゃ
ん
と

個
人
の
氏
名
を
記
載
し
、
差
出

人
は
「
〇
〇
訴
訟
管
理
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
、
あ
た
か
も
公
的
機

関
の
よ
う
な
名
称
を
記
載
す
る

　

・ 

内
容
は
「
未
払
い
金
が
あ
り
、

連
絡
を
し
な
け
れ
ば
裁
判
に
な

る
」
な
ど
記
載
し
て
不
安
を
あ

お
る

　

・ 「
取
り
下
げ
の
問
い
合
わ
せ
窓

口
」
を
記
載
し
、
こ
こ
に
電
話

を
さ
せ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
中
に
は
、「
訴

訟
」
と
い
う
言
葉
に
驚
い
て
、
記
載

さ
れ
た
連
絡
先
に
連
絡
し
て
し
ま
う

人
も
。
こ
の
た
め
架
空
請
求
詐
欺
の

被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
で
す
。

〇
訴
訟
は
が
き
へ
の
対
処
法

　

こ
の
よ
う
な
は
が
き
が
郵
送
さ
れ

て
き
た
場
合
、
身
に
覚
え
が
な
け
れ

ば
、「
無
視
」
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

電
話
を
か
け
て
し
ま
う
と
、
詐
欺
集

団
に
連
絡
先
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
し
、
相
手
の
思
う
ま

ま
に
だ
ま
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
電

話
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〇
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
と
思
っ
て
も

　

人
間
生
き
て
い
れ
ば
、
通
信
販
売

を
利
用
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
サ
イ
ト
を
見
て
み
た
り
も
し
ま
す

の
で
、「
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
あ
の
こ

と
か
も
」
と
思
う
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
安
に
思
う

場
合
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、「
誰

か
に
相
談
を
す
る
」
こ
と
が
最
も
重

要
で
す
。
安
易
に
記
載
さ
れ
た
電
話

番
号
に
電
話
は
せ
ず
、
消
費
生
活
相

談
窓
口
や
警
察
な
ど
に
必
ず
相
談
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
、
日
頃
の
生
活
に
お
い

て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
身
に
覚
え
の
な
い
訴
訟
は
が
き
に
注
意
！
》
見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号

広報かしま 2017.10

23



　被災した集落における住民の生活環境の早期回復を図るため、公道と集落等を結ぶ生活道路で
ある私道の復旧にかかる経費の一部を支援します。 
　※生活道路とは、主として地域住民の日常生活に利用される道路のことをいいます。

【支援対象】
　平成28年熊本地震で被災した生活道路である私道（民有地）で、次のすべての要件を満たす
ものが対象となります。 
　なお、公簿上の地目の種別は問わないこととします。

① 一般交通の用に供しているものであること 
② 公道（町道・里道等）に接続するものであること 
③ 幅員がおおむね 1．8㍍以上あること 
④ 所有者の異なる住宅が連たんして２戸以上立ち並んでいるものであること 
⑤ 集落等で維持管理しているものであること

【支援対象者】
　支援対象の私道を管理する自治会または集落等です。 
　なお、申請はその組織の代表者の方からとなります。

【支援対象経費と補助率】
　支援対象の私道の被災箇所の原形復旧に要する経費の１／２以内（上限１，０００万円） 
　※復旧事業費５０万円未満のものを除く。

※ 既に復旧工事等を行っている場合であっても、熊本地震により被災した私道であることが確認で
きれば補助の対象となります。

私道復旧事業費の一部支援

お問い合わせ先
嘉島町役場　税務課　徴収係
☎096-237-2639

【申請時】 
　 • 申請書（役場税務課にあります。） 
　 • 位置図 
　 • 被災状況が確認できる写真 
　 • 工事内容が確認できる書類（設計図書等） 
　 • 見積書の写し 
　 • 登記事項証明書および字図（公図） 

【工事完了時】 
　 • 工事請負契約書の写し 
　 • 工事完了が確認ができる写真 
　状況に応じて、追加の書類を求めることがあります。

  嘉島町役場　税務課

  平成30年３月末日（予定）まで
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税は納期限内に納めましょう。
税金の滞納がある場合、納期限を守って税金を納めている方との公平性を保つため、
差し押さえなどの滞納処分を行います。

地方税法の規定により、納付期限経過後20日以内に督促状を送付します。 
（※役場で納付の確認をするのに２週間ほどかかる場合があります。督促状の行き違いの際は
ご容赦願います）なお、納期限の翌日から延滞金が計算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合

督促状の発送日から10日経過しても完納しない場合は、財産を差し押さえることができます。

督　促

⇒地方税法　第331条 
「督促状を発した日から起算して10日を経過した日までに完納しないときは、財産を差
し押さえしなければならない」と法律で定められています。 
事前予告や本人の同意は必要としません。

捜索・差押

財産調査の結果、預金・生命保険・給与・売掛金などがあれば、差し押さえを行い、強制的に換
価して滞納税分に充てます。また、滞納者の居宅の捜索を行い、換価できる動産（車を含む）の
差し押さえを行い、公売会で売却し、滞納額に充てます。 
これらの差し押さえ、強制換価、居宅の捜索などは事前予告や本人の同意は必要としません。

催　告

督促状を送付しても納付がない場合や、過年度の滞納が残っている場合は、催告書を送付し、
電話による催告を行う場合もあります。

財産調査

督促状や催告書を送付しても納付がない場合は、滞納者の財産を発見するために、官公署・金融機
関・勤務先・取引先・滞納者の財産を占有する第三者などに対して調査を行います。これらの調査
は国税徴収法第141条から147条の規定に基づき、滞納者の了承を得ずに行うことができます。

口座振替での納付が便利です。
納付は納め忘れがない口座振替が便利です。 
肥後銀行、熊本銀行、上益城農協、熊本第一信
用金庫、九州労働金庫、ゆうちょ銀行、役場税
務課の窓口で手続きできます。
（すでに申請されている方は残高不足にご注意
ください）

納税のご相談は税務課徴収係まで
２３７－２６３９（直通）

※やむを得ない理由で納付が困難な場合は、事
前に連絡・相談ください。生活状況等の聞き取
りをした上で、完納までの計画の相談に応じま
す。連絡がないと個別の事情を把握できず、法
令に基づき滞納処分を行うことになります。
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「
熊
本
地
震
復
興
祈
念
」
と
銘
打
っ
た
木
下
大
サ
ー
カ
ス
熊

本
公
演
が
９
月
15
日
、
嘉
島
町
上
島
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
・

東
側
駐
車
場
の
特
設
会
場
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
に
臨
ん
だ
荒
木
町
長
は
、
６
年
ぶ
り
の
地

元
開
催
に
「
夢
舞
台
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
み
に
来
場
さ
れ
る
皆
さ

ん
に
驚
き
と
感
動
を
届
け
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　

巨
大
テ
ン
ト
が
満
員
に
な
る
２
千
人
の
観
客
が
詰
め
掛
け
た

中
、
呼
び
物
の
猛
獣
シ
ョ
ー
に
ホ
ワ
イ
ト
ラ
イ
オ
ン
が
登
場
す

る
と
、
会
場
の
興
奮
も
最
高
潮
＝
写
真
。
ト
レ
ー
ナ
ー
に
操
ら

れ
る
ラ
イ
オ
ン
た
ち
に
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

空
中
ブ
ラ
ン
コ
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
な
ど
次
々
に
繰
り
広
げ

ら
れ
、
コ
ミ
カ
ル
な
ピ
エ
ロ
の
登
場
で
は
会
場
が
笑
い
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
演
は
11
月
29
日
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
公
演
事
務
局
☎
２
３
７

－

０
４
０
５
。

各種大会等予定
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

10

21 土 第 62回熊本県会長旗軟式野球大会 野球場 ９：00～ 上益城郡軟式野球連盟　22・28・29日も開催

21 土 2017第８回九州ユース（U-15）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会

22 日 第 52回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　29日も開催

28 土 平成 29年度上益城郡学童陸上競技記録会 競技場 ９：00～ 上益城郡小学校体育連盟

28 土 九州大学サッカーリーグ 競技場 15：00～ 九州サッカー協会

11

３ 金 第 40回読売トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 ８：00～ 読売・トウヤ杯親善軟式野球実行委員会　19・23日も開催

３ 金 2017第４回九州ユース（U-13）サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　12日も開催

４ 土 東野中学校野球部壮行試合 野球場 ８：00～ 東野中学校野球部保護者会

４ 土 九州大学サッカーリーグ 競技場 ９：00～ 九州サッカー協会　18日も開催

５ 日 嘉島町長旗野球大会 野球場 ９：00～ 嘉島町軟式野球協会

５ 日 第 52回熊本県サッカーリーグ１部 競技場 ９：00～ 熊本県サッカー協会　19日も開催

11 土 第 45回寺原杯熊本学生野球大会 野球場 ８：00～ 寺原自動車学校18・25・26日も開催

12 日 ジョイフルスポーツかしま 2017 競技場 ９：00～ 嘉島町・嘉島町体育協会

18 土 熊本ルネサンスサッカー教室 競技場 13：00～ 熊本ルネサンスフットボールクラブ

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3106　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

9月 20日現在

嘉島町総合運動公園

猛獣ショーに大歓声
嘉島町で木下大サーカス開幕
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復
旧
工
事
中
の
町
民
会
館

　

10
月
23
日
〜
11
月
30
日

　

図
書
室
も
臨
時
休
館
へ

エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
の
メ
ン
バ
ー

10
月
23
日
か
ら
臨
時
休
館
す
る
町
民

会
館
の
図
書
室

　

第
34
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
嘉
島
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
は
８
月
１
日
、

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
決
勝
戦
が
行

わ
れ
、
エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

７
月
24
日
に
開
幕
。
決
勝
戦
は
、

エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が
十
夢
と
対
戦
。

中
盤
、
エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が
よ
う

や
く
２
点
を
先
取
し
ま
し
た
。
十

夢
も
追
い
上
げ
を
見
せ
ま
し
た
が
、

結
局
、
エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
が
３
対

１
で
十
夢
を
振
り
切
り
、
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
た
嘉
島
町

民
会
館
は
現
在
、
復
旧
工
事
中
で

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
館
内
の
図
書
室
も
10

月
23
日
〜
11
月
30
日
、
臨
時
休
館

と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間
は
入
室
、

図
書
の
貸
し
出
し
と
も
に
で
き
ま

せ
ん
。
ご
不
便
を
掛
け
ま
す
が
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ

に
は
返
却
い
た
だ
い
て
構
い
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
既
に
お
知
ら
せ
し
て
い

エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
Ｖ

エ
ッ
ジ
ス
タ
イ
ル
Ｖ

　
　

第

　
　

第
3434
回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

回
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

る
通
り
町
民
会
館
の
復
旧
工
事
は

平
成
30
年
１
月
末
ま
で
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ホ
ー

ル
や
会
議
室
は
ご
利
用
い
た
だ
け

おすすめ本
キャピタル
 加藤秀行
けものになること
 坂口恭平
はなとゆめ
 冲方　丁
ガーディアン
 薬丸　岳
クロノス　天命探偵　Ｎｅｘｔ　Ｇｅａｒ
 神永　学
魔法のコンパス　道なき道の歩き方
 西野　亮廣
漱石くまもとの句200選
 坪内　稔典
言葉づかいのトリセツ
 ビジネス文章力研究所
体の不調が消える　腸を温める食べ方
 松生　恒夫
食の大地くまもと　火の国は野菜の王国
 熊本日日新聞社＝編

えんぎがいい
 雨宮　尚子
しんけんしょうぶ　　だるまさんがころんだ
 武田　美穂
どんぐり
 こうやすすむ＝さく
聴導犬くんれん生　ふく
 鈴木びんこ
目でみる単位の図鑑
 丸山一彦＝監修　こどもくらぶ＝編
トイレのかめさま
 戸田和代＝作　原ゆたか＝絵
竜巻のサバイバル
 リメ＝文　韓賢東＝絵
伝記を読もう　田中正造
日本初の公害問題に立ち向かう
 堀切リエ
キミは日本のことを、ちゃんと知っているか！
 齋藤　孝
横井小楠　幕末・維新人物伝
 加来耕三＝企画・構成・監修
 すぎたとおる＝原作　中島健志＝作画

　

私
が
読
ん
だ
本
は
給
食
番
長
と

い
う
お
話
で
す
。
こ
の
本
は
１
年

２
組
の
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
、

給
食
の
き
ら
い
な
メ
ニ
ュ
ー
を
の

こ
す
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

み
ん
な
が
給
食
を
の
こ
し
て
い
る

こ
と
に
、
気
づ
い
た
給
食
の
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
は
か
な
し
く
て
な
い

て
い
た
の
で
す
。

　

私
は
、
学
校
給
食
が
大
好
き
で

す
。
の
こ
さ
ず
に
た
く
さ
ん
食
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
給
食
番
長
」よ

し
な
が　

こ
う
た
く

わ
ん
ぱ
く
小
学
校
シ
リ
ー
ズ
①

好
学
社

嘉
島
東
小
学
校
３
年

　
　

澤
田　

愛
美 

さ
ん

ま
せ
ん
。
重
ね
て
皆
さ
ま
の
ご
理

解
、
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
教
育
委

員
会
☎
２
３
７

－

０
０
５
８
へ
。

　

※
図
書
室
の
10
月
の
休
館
日
は

先
述
の
臨
時
休
館
に
加
え
、
16
日

（
月
曜
）
で
す
。
協
定
を
結
ん
で

い
る
熊
本
市
内
の
図
書
館
・
図
書

室
は
嘉
島
町
の
皆
さ
ま
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その305〕

同和問題の解決をめざして

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題

「
障
が
い
者
の
人
権
」　

　

ほ
ん
の
少
し
の
気
づ
き
と
思
い

ほ
ん
の
少
し
の
気
づ
き
と
思
い

や
り
で
…

や
り
で
…

○
共
に
生
き
る
た
め
に

　

障
が
い
者
を
と
り
ま
く
問
題
に

つ
い
て
は
、｢

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン｣

の
考
え
方
に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
障
が
い
者
に
対

す
る
誤
解
や
偏
見
、
理
解
の
な
い

行
動
な
ど
、
い
ま
だ
多
く
の
課
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
あ
り
の

ま
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

社
会
は
、
誰
に
と
っ
て
も
暮
ら
し

や
す
い
社
会
で
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
日

常
生
活
や
社
会
生
活
で
受
け
て
い

る
制
限
や
制
約
を
な
く
す
た
め
に

必
要
な
変
更
お
よ
び
調
整
（
合
理

的
配
慮
）
を
行
っ
た
り
、
障
が
い

や
障
が
い
者
の
こ
と
を
正
し
く
理

解
し
、
日
常
的
な
触
れ
合
い
や
交

流
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

　

 

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
は
ば

む
障
壁

・ 

関
係
施
設
を
設
置
す
る
際
の
地

域
住
民
の
反
対
や
、
障
が
い
者

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
の
駐
車
と

い
っ
た
、
障
が
い
や
障
が
い
者

に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
、
理
解

の
な
い
行
動
な
ど
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

・ 

自
閉
症
な
ど
の
発
達
障
が
い
や

精
神
障
が
い
に
つ
い
て
は
、
社

会
的
認
見
知
不
足
に
よ
る
誤
解

や
偏
見
が
見
ら
れ
ま
す
。

・ 

就
労
意
欲
が
高
く
て
も
、
事
業

所
の
障
が
い
特
性
に
つ
い
て
の

理
解
不
足
な
ど
に
よ
り
、
働
く

場
所
が
な
い
、
働
き
始
め
て
も

長
続
き
し
な
い
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
で
は
▼
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
条
例
▼
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
共
に
生
き
る
熊
本
づ
く

り
条
例
▼
第
５
期
熊
本
県
障
が
い

者
計
画
な
ど
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

 

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

私たちはどのようなことに取り組んだら
よいのでしょうか？　
〈思い込みや偏見をなくす〉

　私たちは、日常生活において、一人ひとりの個性を見

るのではなく、ある集団に、固定的なレッテルを貼って、

その人を一方的に評価してしまうことがあります。この

ことは、偏見や差別につながります。偏見は、科学的な

根拠のない話やうわさなどを安易に受け入れ、ものごと

を一面的にしか見ないなど、自分自身で考え、判断しよ

うとしない態度から生まれます。

　偏見をなくすには、ものごとを正しく見ようとする意

欲、相手の立場や気持ちをわかろうとする姿勢、ものご

とを表面的にとらえず深く掘り下げるものの見方が大切

です。

〈迷信や世間体にとらわれない〉

　私たちは、血筋や家柄、迷信にこだわるなど、非合理

的な考え方や誤った意識で判断したり、行動したりして

しまうことはないでしょうか。また、ものごとを決め、

判断するとき、「おかしい」と感じても、「周りの人はど

う思うだろうか」といった世間体にとらわれてしまう傾

向があるのではないでしょうか。

　他人のうわさ話などに影響されない広い視野を持ち、

自分自身で考え、判断することが大切です。

〈同和問題の正しい理解〉

　最も大切なことは、同和問題について正しく学ぶこと

です。そのことで、いかに部落差別が不合理なものであ

るかに気づくはずです。このことは同和問題だけではな

く、さまざまな人権問題にも共通することです。また、

不合理を学ぶことによって、自分自身の人権感覚を磨く

ことにもなり、これからの生き方に必ず役立つものです。

３【社会教育】

（熊本県人権啓発資料より）
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Summer Holiday, 謝謝 !  Second Term, 加油 !
　To the people of Kashima Town--Nǐ hǎo!　The 
summer holidays have ended, and the second term has 
started at school.　I want to share with you some of 
my memories of the last half of the summer　holiday.
　Over the summer holidays, I held a three-day Chinese 
language course. I　introduced the four tones of Chinese, 
as well as basic phrases, and made　traditional Chinese 
character paper cutouts.
　When I was growing up in Canada, we took ''cross 
cultural co-existence''　for granted. Since there were 
so many people with heritage from places like China, 
Korea and Japan, I felt very close to Asia despite the 
physical　distance. As a result, I felt that even in a 
Chinese course, it was an　opportunity to discuss the 
situation and culture of Canada. Although it was only 
a short period of time, I made good memories together 
with the grade 6 students.
　Some days later, I was given another opportunity to 
experience traditional Japanese culture. A colleague of 
mine at the Board of Education invited me to write a large 
scroll of Japanese calligraphy. She also introduced me to 
a famous Japanese poem which I related to very strongly, 
and I tried my best to write it.
　Until now, I have been studying conversational Japanese 

grammar and vocabulary, and I realised that I had no knowledge at all of Japanese literature or poetry. 
　I had a summer holiday filled with meaningful cross-cultural exchanges. I really want to know more, 
so if you have a chance, please let me know your favourite Japanese poem.
　Until next time, Zàijiàn!

夏休み、謝謝（ありがとう）！  ２学期、加油（頑張って）！
　嘉島町の皆さん、ニーハオ !!　夏休みが終わっ
て 2学期が始まりましたね。夏休みの後半の思い
出を、皆さんにシェアさせていただきます。
　夏休み中に 3日間の中国語講座を行いました。
中国語の発音の「四声」、四つのトーンや中国語の
基本フレーズ等を紹介し、6年生と一緒に中国の
伝統的な切り紙を作りました。
　子どもの頃から、カナダでは生活上「多文化共
生」が当たり前すぎて、中国人や韓国人、日系人
もたくさんいたので、アジアが遠いにもかかわら
ず、とても身近な存在でした。そのため、中国語
講座も、カナダの状況や文化を紹介できる場でも
ありました。短期間でしたが、6年生と一緒に楽
しい思い出がつくれました。

　数日後、私が日本文化を楽しめる機会をいただ
きました。教育委員会の同僚が、習字の半切りを
書いてみない？　と声をかけてくれました。そし
て、私にとって非常に共感できる日本の名歌を紹
介してもらい、頑張って書いてみました。
　日常会話ができるように日本語の単語と文法を
覚えようとしてきたのですが、日本の詩歌や文学
を全く知らないことを気づかせてもらい、異文化
交流の深い有意義な夏休みが過ごせたなぁと思い
ました。本当にもっともっとたくさん日本を知り
たいので、機会があれば、皆さんの好きな詩を教
えてください！
　それでは、サイツェン !!

（９月 15日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

「書」は日本と中国に共通する部分でしょうか

広報かしま 2017.10

29



小
六
の
孫
は
我
よ
り
背
が
髙
く
帰
り
ぎ
わ
に
は
ハ
グ
し
て
く
れ
た 

大
塚
シ
ズ
子

百
個
ほ
ど
小
さ
な
桃
が
成
り
に
け
り
地
震
の
後
の
二
回
目
の
夏 

川
原　

涼
子

細
や
か
に
塊く

れ

を
砕
き
て
土
寄
す
る
小
豆
の
茎
が
倒
れ
ぬ
よ
う
に 

北
澤
喜
美
子 

ハ
ン
ガ
ー
を
す
り
ぬ
け
落
ち
る
ス
カ
ー
ト
の
一
枚
の
平
た
き
布
切
れ
と
な
る 

工
藤　

明
子

そ
よ
風
が
頬
を
撫
で
ゆ
く
高
原
の
宿
に
居
る
よ
な
エ
ア
コ
ン
の
風 

栗
﨑　

房
子

中
元
に
宅
配
便
が
届
け
ら
れ
熨の

斗し

に
活
字
で
お
歳
暮
と
あ
り 

栗
﨑　

廉
子

釣
り
あ
げ
た
小
鯵
の
ま
な
こ
は
藍
の
い
ろ
海
の
底

そ
こ
い
の
静
か
さ
に
充
つ 

境　
　

益
代

こ
こ
ろ
病
む
友
の
く
れ
た
る
水
色
の
夏
帽
子
形
見
と
な
り
ぬ 

津
出
ト
ヨ
子

パ
ソ
コ
ン
に
向
き
い
る
医
師
の
椅
子
の
背
を
掴
み
て
回
す
吾
は
此
処
な
り 

冨
永　

照
代

山
の
端は

に
か
か
る
名
月
芒く

さ

供
え
て
共
に
拝は

い

す
る
夢
の
中
で
も 

西
岡　

幸
止

道
端
に
座
っ
て
待
っ
て
て
く
れ
た
祖
母
部
活
帰
り
の
少
女
の
我
を 

橋
本
ユ
キ
子

わ
ん
と
繋
る
メ
ド
ウ
セ
ー
ジ
の
蜜
を
吸
う
丸
花
蜂
の
ま
あ
る
い
お
尻 

本
住　

晴
美

ふ
る
さ
と
に
米
寿
の
父
は
元
気
な
り
今
年
の
ス
イ
カ
も
よ
く
熟
れ
ま
し
た 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

井手　歩美 さん
（上島）

「
ひ
ま
わ
り
」

甲
斐　

健
心
さ
ん
（
嘉
島
西
小
学
校
１
年
）

坂
本　

絹
子
さ
ん
（
下
仲
間
）
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嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
掛
け
で
今
夏
、
町

内
の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
車
い
す
の
操

作
を
学
ん
だ
り
、
入
所
（
通
所
）
し
て
い
る
方
々
と
交

歓
し
た
り
。

　

そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
体
験
し
た
子
ど
も
た

ち
の
手
記
に
は
、
高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流
が
限
ら
れ

が
ち
な
世
相
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
将
来
進
む

道
と
し
て
「
福
祉
の
仕
事
」
も
挙
げ
ら
れ
、
心
強
く
思

い
ま
し
た
。

　

心
丈
夫
と
申
し
ま
す
と
、
今
年
の
町
敬
老
会
で
し
た
。

ふ
る
さ
と
嘉
島
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
長
寿

を
祝
う
吉
例
の
会
。
心
尽
く
し
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

企
画
し
た
歌
謡
シ
ョ
ー
や
演
舞
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
特
に
「
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
一
層
健
や
か
に
」
と

の
願
い
を
込
め
た
勝
鬨
（
か
ち
ど
き
）
の
唱
和
で
は
、

ど
な
た
も
握
り
拳
を
ぐ
い
っ
と
突
き
上
げ
、
大
き
な
声

で
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」。
ご
壮
健
な
様
子
に
、
元
気
と

勇
気
を
頂
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
30
日
）

意

輪

９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・辞令交付式、庁内常会、課長会議
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
２日 ・消防学校入校申告
３日 ・消防学校退校申告
４日 ・嘱託職員辞令交付式 　・町議会定例会　
５日 ・北甘木区長来庁応対
 ・熊本銀行嘉島支店長来庁応対
 ・熊本県健康福祉課長来庁応対
 ・熊本県市町村総合事務組合議会
 ・熊本県農業信用基金協会理事会
６日 ・町議会定例会　・上京（～８日まで）
７日 ・町村の振興を考える会　・全国町村会正副会長

会　・全国自治協会理事会
 ・都道府県町村会長会
 ・国土交通省幹部との意見交換会
８日 ・町議会定例会　・芝原土地区画整理審議会　
 ・前田不動産来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対　
 ・サントリー熊本工場長来庁応対
10日 ・全九州ろうあ者大会式典
11日 ・課長会議　・100歳表彰状授与　
 ・サントリー阿蘇の天然水出荷式
 ・消防団長来庁応対　
12日 ・嘉島町敬老会　・時事通信社来庁応対　
 ・熊本県商工会青年部来庁応対
 ・熊本県サッカー協会来庁応対
13日 ・簡易水道配水場整備事業起工式　
 ・国民年金基金常務来庁応対
　 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　
 ・崇城大学開学50周年感謝の集い
14日 ・嘱託員会議
15日 ・JICAボランティア派遣表敬訪問　
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・木下大サーカスオープニングセレモニー　
 ・熊本県健康福祉課長来庁応対
 ・熊日金婚夫婦表彰来庁応対
16日 ・熊本県民体育祭総合開会式
19日 ・課長会議　・芝原土地区画整理評価員会
 ・嘉島町金婚式、結婚50周年表彰式　
20日 ・熊本県振興協会来庁応対　・町議会臨時会　
 ・公立学校施設整備期成会来庁応対　
 ・国民年金基金連合会理事会、代議員会
21日 ・石川県中能登町御礼訪問
22日 ・松村祥史君の更なる飛躍を期する会
23日 ・山下泰裕氏全日本柔道連盟会長就任祝賀会
25日 ・課長会議　・木原みのる政経セミナー
26日 ・四国４県町村長、議長大会
27日 ・４府県町村情報化事業会長および管理者会議

（～28日まで）
29日 ・街頭指導激励　・長期派遣職員辞令交付式　
 ・自衛隊来庁応対　・嘉島町体育協会役員会議

町敬老会で町老人クラブ連合会の中島敬也会長から謝辞を受ける

　

次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会
福

祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た
め

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嘉島町の金婚夫婦表彰式。今年表彰されたのは 18組のご夫婦

　

田
中　

ヨ
シ
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

光　

様

　

松
坂　

和
子　

様
（
滝
河
原
）

　
　
　

亡　

惠
一　

様

　

西
川　

和
子　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

富
士
男　

様
９
月
19
日
現
在

震
災
相
談
窓
口

　

昨
年
の
熊
本
地
震
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ
る
総
合

窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小
会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。
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嘉島町の人口
平成29年９ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,221 人　

　男　　 4,477 人　

　女　　 4,744 人

世帯数　 3,441 世帯（＋ 26）

　

さ
わ
や
か
な
秋
風
を
受
け
な
が
ら
、

大
好
き
な
秋
を
満
喫
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
気
づ
い
た
ら
〝
解

散
の
嵐
〞
の
中
に
い
ま
し
た
。

　

今
月
の
22
日
は
衆
議
院
議
員
選
挙

で
す
。
前
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
権
年

齢
が
満
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
若
い
方
た
ち
も
大
切
な

一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。    （
宮
）

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

は
日
ご
ろ
１
日
当
た
り
必
要
と
さ
れ
る

野
菜
３
５
０
㌘
を
実
際
に
量
っ
て
も
ら

う
体
験
会
を
８
月
31
日
、
町
民
会
館
で

開
き
ま
し
た
。

　

住
民
健
診
に
併
せ
て
企
画
。
受
診
者

は
カ
ボ
チ
ャ
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
緑
黄

色
野
菜
と
キ
ャ
ベ
ツ
、
玉
ネ
ギ
な
ど
の

淡
色
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
、
各
自
の
野

菜
摂
取
量
を
計
量
。
「
思
っ
た
ほ
ど
食

べ
て
な
い
」
「
十
分
食
べ
て
い
る
方
」

な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
食
生
活
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
食
談
議
。
改
め
て
野

菜
３
５
０
㌘
が
量
的
に
は
ど
の
く
ら
い

か
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

（＋ 15）

（＋ 22）

（＋ 37）

10月15日（日） 　西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
10月22日（日） 　御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
10月29日（日） 　熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
11月3日（金・祝） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
11月5日（日） 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）

☎２８２－３９００　
  　古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
  ☎２８４－２０１０
11月12日（日） 　香田整形外科（嘉島町）
  ☎２３７－２８１１

野
菜
350
㌘
ど
れ
く
ら
い
？

☎

 

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

ご両親：太田　貢士朗さん、ぱめらさん（西村）

　
　
　

鯉
士（
り
と
）
く
ん

　
　
平
成
29
年
4
月
5
日
生

太
田　

朗
（
ほ
が
ら
）
く
ん

　
　
平
成
24
年
9
月
14
日
生

濵
田　

美
月（
み
つ
き
）
ち
ゃ
ん

　
　
平
成
28
年
8
月
18
日
生

そっくり兄弟です♪
ご両親：濵田　大成さん、佳奈さん（滝河原）
いっぱい歩けるようになりました♪


